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一般国道 152号線 の天竜 川 にかか る水神橋架換工事 に関連 して,飯 田市

松尾清水地先 に新橋の取付道路が設 け られ ることとな りま したが,かねて

よりこの地先 には清水遺跡の存在が確認 されていたので,文化財保護の見

地か ら,工事実施 に先 だち飯 田市教育委員会 に委託 して遺跡の発掘調査 を

行 った ものであ ります。

今 回の調査 によって予想以上 に多 くの成果が得 られたが,な かで も天竜

川の河面 に近 い低 い位置の段丘 に弥生後期か ら 生`活
″があったことが確

かめ られた り,そ れが数次 にわたる層 になって出土 したこと,あ るいは水

神への祈 りが行 なわれた と考 えられ る場所や祭器類が発見出来 たこと等 は

我々門外漢に とって も非常 に興味深 いことであ ります。

報告書が出版 され るにあた り,改めて文化財保護の意義 をかみ しめ ると

ともに,佐藤調査団長 は じめ この調査 に当た られた関係各位の ご努 力に厚

くお礼 申 し上 げる次第であ ります。

日召不日511年 11月

建設省天竜川上流工事事務所長

小  島  忠
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1

1。 本書 は昭和49050年度の天竜川護岸工事 と国道 152号 付 替 に伴 う清水遺跡の発掘調査報告書 である。     1

ヽ

2.本書 は豊富な資料 と、 その多岐 にわたっているため報告書作成の期限延期 を申請 し執筆 してきたが,     3

調査結果 についてまだ充分 な検討 。研究に至 らず,資料提供 に重点 をおかざるを得 なか った。

3.編集 は佐藤 。今村が担当 し, 自然的環境 を矢亀勝俊,歴史白勺環境 を大沢和夫 に執筆依頼 し,文末に文

責 を記 し,そ れ以外は佐藤が今村の所見 を加 え執筆 にあたった。

4.遺構 。遺物の作図及び遺構写真 は佐藤が担当 し,遺物写真 は木下平八郎 に依頼 した。製図は中平一夫

田口さなゑに労 をわず らわ した。

5。 遺構実測図の うち ピッ ト内, または横 に記 してある数字 は床面か らの深 さをの であ らわ し,縮尺 は図

示 してある。

6.遺物 は飯 田考古資料館 に保管 してある。

一一一日
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遺
松 尾

図 1 清水遺 跡位 置 。地形図 及 び周辺遺 跡図

跡

(1:25,000)

1.妙前 2.発向 3.鳥 屋場 4.寺所集会所付近 5.明 公民館分館付近 6.八 幡原
7.代 田獅子塚付近 8.清水集会所付近

毛 賀  9.照 月寺付近 10.石打場  11.妙上  12.御射山 13.浜井場 14.大力1外  15.緑 ケ丘中
16.塚 越 17.田 圃 18.田屋 19.毛 賀堀割 20.南 ノ原

駄 科  21.北平 22.塚越 23.安宅 24.権現堂 25.宮城 26.大島 27.城陸
下久堅  28.Jヒ 原_Lノ 平  29.竹 ノ下  30.番場  31.司 馬垣  32.屋 敷  33.の いわ 34.主膳

35.内 御堂 36.馬 出 し 37.坂下  38.五 輪原 39.川 原 40.京 田
墳
A.御 射山獅子塚  B.お かん塚  C.上溝天神塚  D.姫塚  E.羽 場獅子塚  F.妙前大塚
G.坊主塚  H.水城獅子塚  I.八 幡山古墳  J.代 田山狐塚  K.代 田獅子塚
L.照 月庵古墳 M.戦争塚
N.平塚  0.塚 越古墳 P.安宅古墳 Q.権現堂一号墳  R.番匠塚
S.塚越古墳 T.塚平古墳
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図 2 清水遺 跡詳細地形 図

(1 :7,500)
(I～ Vは調査 区 )
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(|)自 然 環 境

清水遺 跡 は長 野 県飯 田市松 尾地 区の天竜 川 に近 い清水区 にあ る。 ここには国道 152号 線 が 南 北 に通 し,

南 に行 くと水神橋 の方 向へ東 方 に曲 っていて清水区 を貫 いてい る。 この遺 跡の西 は順 次高 くな る松尾 の段

丘 に続 いてお り,八幡 原 を経 て木曽山麓 には凡 8んれの 距離 が あ る。 また東 は llk下 の天竜 川 を経 て下 久堅の

知 久平 か ら赤石 山脈の前 山であ る伊那 山脈の麓 までは これ また 8腸乃至 10んれの距離 があ る。南北 は開 けて

北 は天竜 川の河谷が遠 く上伊那方面 に まで開 いてお り,南方 は南原の狭院 を経 て天竜峡 に至 る。 この地 は

天竜 河谷中 で伊那盆地 の南部 にあた る飯 田盆地 の 中心部 に当 ってい る。従 って盆地 の底 の部分 であ り,周

囲の村 々に対 して中央的位置 にあ る。 しか しこの よ うに位 置 には恵 ま才してい るが, 天竜 川 に接 してい るた

め に遠 い地 質時代 以降洪水 に よって数 え きれ ない程 の侵 蝕 ,堆積 が繰返 されてぃた こ とは当然 であ る。即

ち鮮新世 か ら洪積世 にか けて,東西 の伊那 山脈 と木 曽山脈 は上昇 して,地 溝 が出来 て中央部 は低 くな り,

伊那盆地 とな るが,当 清水遺 跡 の あ る地 も基盤の花 商岩 の上 にあ って天竜 川 に よって削 られ, また土砂 が

堆積 す るな ど繰返 されて いた。

さて清水遺跡の地 を調査 の関係上 ,一つ は国道西側 の平坦 な南北 に続 く広 い段 丘面 と,国道 東側の今 回

発掘 の行 われ た一段低 い段 丘面 とにわけて説明す るこ とにす る。

先 ず東側 の地 は天竜 川の河床 に近 い標高 は386π 前 後 の低 い土地 で,束 の天竜 川 に近 い ところには岩イf

が出 てお り,西方 は天竜 川の河床 の あ とがあ って共 に天竜 川 に よって侵蝕 を受 け また砂 礫 の堆積 が何 回 も

繰返 され た地 であ る。

東側 の岩石 は下 久堅側 や天竜 川の河 中にあ る弁天 島の岩石 と同 じ花 間岩 で一連 の もの であ る。従 って最

近鉄橋 の かか る前 まで この岩石 を利用 して水神橋 が架 け られ束西 の村 を結 んでいた こ とは一般 に知 られ て

い る。岩石 は天竜 川 に よって相 当攻撃 されて も根本 まで侵 蝕 され ないの で,古来住居地 と して天竜 川岸 に

立地 す るす るこ とがで きたの であ る。天竜 川の岸近 い遺 跡地 はその西側 よ りもやや高 いの は,小規模 な岩

石丘 であ るこ とと, どこの河岸 に も見 られ る自然堤 防的 な砂 が岩石 に よって保 護 され てい るこ とに よる と

思 われ る。 ここでは砂 中 に楼 閣 とはいわ ないが立 派 な住居址 が発掘 され ていて興 味 が深 い。既 設の水神橋

は36年 出水 の時 に橋 _Lに 水 があ S、 れ る位 で危険 であ るの で,100π 余 上 流 の今 回 発掘 した小高 い遺跡の地

か ら橋而 をか さ上 げ して新 しい橋 をかけ, これ に ともな って国道 のつ けか えが行 われ るこ とにな って い る。

この遺 跡 の西側 は lπ 弱低 い地 で,36年の洪水の時 は天竜 川の氾濫の あ った所 であ る。記憶 にあ る所 で

は昭和 20年 に も一部 は水 浸 を受 けてい る。 この附り生~帯 は粘 土質,砂質 な ど, その時 の運 ばれ た土砂 に よ

ってナ佳積 された地 であ る。北 か ら南 にかけて僅 かの段 丘崖 が見 られ,且 ての川の流路 が うかがわれ る。従

って湿地 が 多 く,地下水層 は地面 か ら比較的高 く今 回の発掘 に際 して も水 中にあ った本 が保 存 され て い る

程 であ る。
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次に国道西側の広 い段丘面 は天竜川によって作 られた低位置段丘面で,段丘が形成 された以後は天竜川

か らは相当な距離 にあるので川に対 しては安全地帯 である。加 えて城部落や緑ケ丘中学校の下 か ら毛 賀に

至 る段丘崖の下 には豊富 な湧水があるため住居 としては好適 な地 である。現在 は水田が多 く未だ発掘の段

階にならないが,今後発掘の機会があれば住居址や遺物の出土な ど希望の持 てる場所 である。

(矢 亀勝俊 )

(2)歴 史 的 環 境
ヤ

清水遺跡は飯田市松尾 にあるが,対岸 は飯田市下久堅知久平 であ り,南は飯 田市竜丘駄科 となっている。    .
それで清水遺跡 を中心 とした飯 田市松尾・毛 賀,飯 田市下虎岩・知 久平,飯 田市駄科の歴史的背景 を考 え

てみたい。

以上の 5区 には今 までの ところ旧石器時代の遺物 は発見されていない。縄文時代の遺跡はかな り多いが

最近 に発掘 された もの以外に大 きい ものは少ない。 しか しこれ らの遺跡 よりは弥生式土器や土師器・須恵

器 などが ともに出土 し複合遺跡 となっているものが多い。 それはこの地区は下伊那地方 で も最 も早 く開発

された地方 なので,遠い音に遺跡が破壊消滅 して しまったことも考 えられ る。

ただ し最近道路開 さ く,農業構造改善事業等 による発掘調査 した ところより多 くの住居址が発見 された

ことより考 えると遺跡の多 くが地下深 く埋 もれているとも考 えられ る。

この 5地区の遺跡の うち主 な もの を挙げるが,古墳の ことは後 に述べ る。

遺跡

飯田市松尾 (旧 松尾村 )

この地区は天竜川に面 した 5段 の段丘 ょり成 っているが,段丘崖 に近 い段丘面 に比較的遺跡が多い。 そ

の主 なるものは次の通 りである。

新井 妙前   ここには多 くの古墳があるが,そ の一帯 より縄文 中期の土器,石器,弥生式土器・石器 ,

土師器,須恵器 など多 く出土 している。                                 1

寺向 発向  縄文中期後期土器,弥生式土器,打石斧 な ど多 く発見 されている。

寺所 鳥屋場  縄文土器 もあるが, ここより出た弥生式後期土器が松尾小学校 に保管 されている。     1
寺所 集会所付近  昭和43年 1月 と46年 3月 に一部の発掘調査 が行 なわれた。 そ して弥生式中期前葉

の土器が多 く発見 されそれ を基 として寺所式 という様式が決定 された。多 くの弥生式土器や石器が発掘 さ

れ,木器 も泥中より発見 された。 それで学会ではこれ を寺所遺跡 と呼称 している。

明 公民館分館付近  下伊那の先史及原申時代図版 によればここより押型文土器 と水神平土器の出土

を報 している。打石斧や土師器 は出土 している。

八幡久井 八幡原  広 い段丘面 であるが,所 々より打石斧,土師器が出ている。

代 田 獅子塚付近  古墳付近 より縄文土器,打石斧,磨石斧,石棒,土師器高j不 が出土 している。

清水 集会所付近  今回発掘 した清水遺跡に最 も近 い遺跡であ り押型文土器 と有肩扇状石斧の出土 を

10



報 じられている。

飯田市毛賀 (旧 松尾村 )

清水遺跡のある面 よリー段高 い段丘面やそれ以上の地である。

上毛 賀 照月寺付近  円墳があるがその付近 より縄文 中期土器,石鏃多数,須恵器の出土 を見 る。

上毛 賀 石打場  国道 をはさんだ両側の地 であるが,縄文 中期・後期・晩期の土器が出てお り,特に

1免期土器 は四角形の口縁 をもっている。打石斧・小形磨製石斧・石剣・石棒 。自形耳飾・スタンプ状耳栓

・    
が出土 している。やや離れた地点 より緑釉陶片 も発見 された。

ウ     上毛 賀 明上 (み ょうがみ) 縄文 中期土器 と弥生式石剣が出土 した。

上毛 賀 浜井場  縄文土器・弥生式中期土器 (筒形 )が 出ている。

:     上毛 賀 御射山  縄文後期土期,打石斧 。石錘が出土 していたが,昭和51年の発掘 により縄文期の住

居址や平安時代住居 llL。 中世住居址や柱ダJが発見 された。布 目瓦の出土は本村 としては最初 である。

下毛 賀 緑ケ丘中学校校庭  工事最 中に縄文 中期の土器が出土 し,松尾小学校 に保管 されている。

下毛 賀 塚 越  阿島式土器,石棒 が出土 した。 このあたリー帯昭和41年 に農業構造改善事業が行 なわ

れた。 その際縄文後期土器,石鏃,環状石斧,弥生式中期・後期土器,多 量の土師器,須恵器 など多 く出

土 した。ブル トーザーのあとを追 うような形で十分 な調査 はできなかった。

下毛 賀 田圃 (石 田塚付近 ) 石鏃・石匙・石棒・打石斧 。石包丁・管玉・土師器,須恵器が発見さ

れている。 このあた りも構造改善事業が行 われた。

下毛 賀 田屋  石金族・打石斧 。磨石斧・石棒・石皿・石錘,磨製石鏃・太形蛤刃石斧・石包丁 な どの

紐文時代の ものや弥生時代の もの をは じめ として土師器,須 恵器等 も出土 した。

下毛賀 掘割  旧飯 田本郷線が地面 を掘 り下 げて通 っているが,そ のあた りより打石斧・磨石斧・石

皿・石貪Jが 出土 した。級 あ とのついている土師器 も出土 している。

上毛賀 大垣外  昭和42年 このあた リー帯農業構造改善事業が行 なわれ,そ の一部 を工事前 に発掘調

査 を した。 そ して多 くの須恵器 を発見 した。祭祀遺跡か と思われ る所 もあったが明に し得 なかった。

飯 田市下虎岩 (旧下久堅村 )

天竜川に向かって段丘 をもって下 っている地区であ るが,松尾 と比べ ると段丘の幅 が狭 く, したがって

傾斜地が多い。

北原 上の平  比較的高 い所 にある遺跡で石皿 。打石斧が出ている。

竹の下  天竜川の氾濫原に面 した最 も低 い段丘面 に立地 し,紐文 中期土器,打石斧・石鏃,弥生式土

器が出土 している。

番場  下虎岩公民館 のある段丘面 で,縄文 中期土器,打石斧,須恵器が発見 されている。

司場垣  番場 につづ く地 で縄文 中期土器,打石斧,平安時代の須恵器,灰釉陶器,山茶碗,青磁 が出

土 してお り,古代 より中世 にかけて開けていた地 である。

屋敷  司馬垣 につづ く所 で縄文 中期土器,打石斧 。石鏃・石錐,弥生式後期土器 も出土 し,弥生時代

の住居址 も発見 されてい る。番場・司馬垣 。屋敷の一帯 は平坦地 で弥生式土器 も出土 し,古墳 もあ り,平

安時代の陶器 も発見され,古代 中世 にわたる集落地帯 であったと考 えられ る。

のいわ  以上の遺跡 よリー段上の地で縄文 中期土器,弥生式上器,挟状打石器が発見 されている。|



知久平 (旧 下久堅村 )

清水遺跡の東にあたる地帯 で,比較的平坦地が多い。

主膳  清水遺跡 と天竜川 をはさんで対峙 している遺跡で,縄文 中期土器,打石斧,平安時代の須恵器

が出土 している。

内御堂  下久堅小学校 を中心 とした地帯 で縄文 中期土器,打石斧,須恵器,土師器 が出土 している。

ここに知久平城があった。

馬出 し  内御堂の南につづ く地で,須 恵器,土師器片が多 く採集す ることがで きる。

坂下 .知 久平神社の西にあた り,縄文中期土器,土師器,須恵器が出土 している。内御堂,馬 出 し,     o
坂下 にわたる地帯 は知久平城の工事 で破壊 された ところもあるが,縄文 より弥生 。古墳時代 より中世 に及    や

ぶ遺跡であ る。

五輪原  ここは南原区で知久平 ではないがついでにあげてお く。文永寺前の平坦面 で縄文土器,土師    ひ

器,須恵器 も出土 してお り,古瓦 も発見 されている。

川原  清水遺跡 と直距600π にす ぎず,海抜 もそれ と同 じ位 で天竜川にご く近 い遺跡で,昭和44年暮

れか ら45年正 月にわた り発掘調査 された。地下 2π 下 より組文 中期土器が出土 し,そ れ より上へ後期・晩

期,更に弥生式土器が出ていて住居址 も発見された。 その位置が天竜川にご く近 いことと紐文晩期土器 は

注 目されている。

飯田市駄科 (旧 竜丘村 )

この地区は清水遺跡 より20π 以上高い段丘面 であるが,直距離 は1000π ～1500π と近 い。臼井原や新井

原は遠 く離れてい るか ら略す。

北平  昭和50年 12月 に発掘調査 され,縄文 中期住居址 2,平安時代住居址 19,中世住居 l■L3の 外,柱
列址・土ナ広も発見 されたが堂址の発見は注意 される。

塚越  前方後円墳塚 越古墳の近 くより,打石斧・磨石斧が発見 されているが,古墳時代の遺物 も発見

される。

安宅  古 くより縄文時代の土器石器が発見 され古墳 も存在 しているが,国道 151号 線 の付 替工 事 に先

立 つて昭和44年発掘調査 が行 なわれ,弥生時代住居址 8,土師時代住居址 16,そ の他が発掘 された。 その

外 この付近 より縄文中期の土器や土隅 も発見 されている。 けだ しこれ より東へ権現堂,宮城 とつづ く一帯

は紐文時代 より古墳時代へ と続 く大遺跡であろう。

権現堂  前方後円墳 を中心 とした一帯 より縄文 中期土器や石器が発見 されている。             .
宮城  農業構 造改善事業 に先立 ってこの一帯が昭和48年 に発掘調査 が行 なわれた。 そ して縄文中期住

居址 3が発掘 された外,かつてこの地 に存在 した神送塚 は じめ 3基の古墳の涅あ とを発見 した。 これ より    1
東南へつづ く長野原地籍の御殿塚古墳附近・西原遺跡 も大 きい遺跡である。

城陸  鵞竜峡 にのぞむ高台であるがここより組文土器,打石斧・石皿・磨石斧・磨製石鏃などが採集

されている。

大島  国道 151号 線 が ホ ッキ を通 る道 との分岐点 に近 い所 で,昭和44年 に発掘調査 が行 なわれた。紐

文期の打石斧は多 く出たが住居址 は発見で きなかった。 しか し平安時代か ら中世 にわたると思われ る竪穴

・土城 などが発見 され,川 端遺跡 よりは中世の竪穴 と土城墓が発掘 された。



古墳

下伊那史 2巻 により旧松尾 。旧下久堅・ 旧竜丘の 3村 における古墳数 を挙げてみ ると,

1日 本公炉己本寸      65 (8)

旧下久堅村  12(0)… …・下虎岩・知久平のみ 8(0)

旧竜丘村   138(9)… …・駄科のみ     27(2)

となってお り,竜丘 に特 に多いことがわか る。 この内前方後円墳 を ( )の 中に記す と竜丘 。松尾が全県

中で も多いことがわかる。 しか しその後の開発によって消滅 した もの多 く,今 日墳丘の残 っているものは

多 くない。

松尾 では前方後円墳 8基 あ り,御射山獅子塚 ・上溝天神塚 ・姫塚 ・水城獅子塚・代 田獅子塚 は今 日墳丘

がその まま残 っているが,あ かん塚 。羽場塚・代 田山狐塚 は前方部 を失 ないっ後円部 だけ残 っている。 こ

の うちおかん塚 は後円部のほかに前方部 に も石室があ り本 i郎 としては珍 らしい形態の ものであったが昭和

41年 に前方部 は破壊 されて しまった。

円墳 として墳丘 を保 っているものの中で八幡山古墳 と妙前大塚 ・坊主塚 などがある。妙前の古墳群 は妙

前の十六塚 と称 されているが破壊 が甚 しく,下伊那史には墳丘 あ りと記 されているのに今 日発見できぬ も

のがかな りある。 ただ妙前大塚 は昭和46年墳丘の頂部 が発掘調査 され,眉庇付 冑 。鉄鏃 多数 。剣 。大刀等

が発見 された。けだ し本地方最古の古墳 であろうと推定 され ている。

毛 賀 には消滅 して しまった古墳 も多 く,今 日照 月庵古墳 。戦争塚 が墳 丘 を残 してい るのみ であ る。

下虎 岩 には天竜 川 に近 い段 丘上 に北 原の塚 越古墳,南組 の塚 平古墳 が墳丘 を察知 で きるのみ であ る。塚

平古墳 では石室 の残骸 が 巨石 と して残 され てい る。

知 久平 で は清水遺 跡の対岸 に主膳古墳 が あ ったが,塚 穴古墳 とともに消滅 して しまった。 ともに遺物 の

出 た こ とは伝 え られてい るが,今 日何 も残 っていない。

駄科 には新 川 に面 した台地上 に多 くの古墳 が あ り,そ れ は長 野 原へ と続 いていたが

い る もの は僅 かであ る。 その 中 には前述 の如 く農 業構造改善事業 に伴 う発掘 に よ り

もの もあ る。

この 地 区の現存 す る古墳 につ いて述 べ る。

前方後円墳 は 2基 あ る。 その 1つ塚 越古墳 は横 穴式石室 を持 ち,内部 に入 るこ とも

現堂 第一号墳 は長 さ60π に及ぶ もの で,大正 時代 に胃・ 直刀 。甲・ 馬具等 多 く発掘 さ

墳 よ り形象埴 輪 2片 の出土 した こ とを確 認 してい る。

円墳 で今 日墳丘 を保 っているものに鈴岡公園下 にある平塚,木下氏宅 にある安宅古墳,番匠塚 などがあ

る。六鈴鏡や陶馬 を出 した神送塚 は今 日その跡形 は全 くない。

清水遺跡 よりは古墳時代の前 。中 。後期の住居址が発見 されているが,そ れ らが以上述べた古墳 とどう

いう関係 にあるか古墳出土物が明 らかでないので正確 には言 えないが,古墳時代 に天竜川に近 いこの地が

住居 に適 していたことだけは明 らかである。 それは更 に平安時代 より中世 へ とつづ くものであったことは

,今 日墳丘 の残 って

あ とだけ発見 され た

できる。他の 1つ権

れた。筆者 はこの古
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今回の発掘 で明 らかになった。

城端

清水遺跡のある天竜川に面 した地 を城端 と呼んでいる。 けだ し中世 に防備的設備があったのでその名が

ついた と考 える。室町時代 には西の台地上 に松尾城があ り,そ れ と毛賀沢川 を挟んだ台地上 に鈴 岡城があ り,

ともに小笠原氏の居城 であった。天竜川の東の知久平城 に知久氏がおって竜東 に勢力 を張 っていた。小笠

原氏 と知久氏は天竜川 を境 として対抗 していたことは明 らあである。 そ してそれ を結ぶ道が大体今の国道

152号 線 に近 い位 置 であった と考 えられる。天竜川の川幅 が狭 く, しか もその中間に水神 を祭 った小島が

あるか らここに渡舟合場かり||,度 しの構 i豊 があった とう号えていい。 だか ら交 i通 の要衝 にあたる,青 水 j量 膨いの先ウ器

に防御用の施設 を小笠原氏が作 った。だか らこれ を世 人は城 と呼 んだのではないだろうか。即 ち城端 は中

世の名前である。今回の発掘 では防御施設 と確認で きるものは発見で きなかったが,発掘 した道路敷以外

に存在 していると思われる。

付 釜岩

清水遺跡の北端天竜川が花蘭岩の岩磐につ きあたる所 を釜岩 と言 う。かつては天竜川がこの岩盤の下 に

大 きい淵 を作 ってお り,子供達の水泳場 となっていた。 その後流路の変遷 でこの淵 も砂 で埋め られて しま

った。 ところが昭和51年 にな り建設省による堤防改修事業の際 に再 び姿 をあ らわ した。 この岩盤に「釜働」

「不績巌」 と陰刻 され,「大正三年四月六 日 福島唯吉命名刻」 と刻 まれていたことを発見 した。 しか し

この岩磐の字のあるところを切 りとり,新堤防上 に保存す ることになった。

(大 沢 和 夫 )



II 発掘調査経過

飯田市松尾清水地域 は昭和36年伊那谷大災害の被害の大 きな ところで,現水神橋の上 まで洪水がの り上

げている。 このため天竜川河川改修 目的 とこれに併せ た国道 152号 の改修 の ため,新水神橋の架橋 。道路

付替 えと同時 に水神橋西岸の護岸工事 が行 なわれることになった。 この地域 は天竜川に接す る地点 まで弥

生 。古墳・歴 史時代 にわたる遺跡であ り,伊那谷最低位 に立地す る遺跡 として注 目されている ところであ

る。 このため建設省中部地方建設局天竜川上流工事事務所の委託 により,飯 田市教育委員会が受託 し発掘

調査 を行 うことになった ものである。

昭和49年 度 は橋脚建設部分のみの用地内300m3を ,昭和 51年度 は堤防用地内 と道路用地内調査 を行 なう

ことに した。49年度調査 は12月 16日 か ら23日 までの調査 で連 日の寒波のため表土 を排除 した下層の粘質土

は上溶けによって泥 とな り思わぬ労苦 を要 し,遺構検出 も十分 に行 なえない状態であった。

50年度調査 は 5月 17日 か ら 8月 12日 にわたる調査 で堤防用地内 と東か ら道路中心杭NQ32ま で を I調査区

NQ32-No30の 道路中心杭間 をH調査区,NQ30～ NQ24間 をⅢ調査区,NQ24～ NQ17を Ⅳ調査区,NQ17-現 国道

をV調査区 とした。 I～ Ⅳ調査区は昭和36年 災害の被害地帯 で,処 によっては上層が流 され, また深 く抄

をかぶ る状態であった。NQ18～ No24道 路中′しヽ杭間は低地帯 で,特にNQ21～ NQ24間 は常時両側の水田か らの

水が溜 ってお り,調査不能 であ り,No18～ NQ21間 は トレンチ調査 に終わったが,他は一音卜分 を除 き全面調

査 とな り,多 くの遺構が検出され,多 量の遺物の出土 をみている。 しか し,H調 査区は氾濫地帯で白砂の

堆積 は深 く,遺構の発見がみ られなかった。

発掘調査 日誌                           `

日召和49年度

月 。日 天  候 誌日

12 ・ 16 田青 琴薄
り
‖些零舌言署璽亜轟訴言翼尋蓬轟予拿'ンマ棄号督多す琴ド設定

口青 方形周溝墓 I・ 1号住居址検 出

旧天竜 川流路 を発見 一 表土 黒土 (50")下 は粘 質の黄砂 土 とな り,平 らな礫面
があ り,急角 度 (45° )で礫層 は東 に落 ちてい く

雨 作 業 不 能

‖青 方形周溝墓 Iの 調査 一 南溝 に遺物 多

1西
溝 。東溝北側 は用地 外

し 1号住 プ ラ ン検 出
÷ は用地 外
2号住検 出

日青 調 査 掘 上 げ 一 実 測
。方 形 周 溝 墓 H検 出

1・ 2号住 掘 上 げ実 測

1。
3号住 検 出

土
Ｈ 調 査 一 南 ・ 西 溝 は 区域 外 ,掘 上 げ,実 測   '調 査 ,掘 上 げ,実 測

7土鉱 1号～ 6号検 出 ,調 査

日青 掘 上 げ,実 測     3号 住 床 面 下 に黒 土 の 深 い落 ち こみ … … 調 査 ,生 活 面 発 見 で

きず (50年度 調 査 で,方 溝 Ⅳ東 溝 とわ か る )

‖青 全 体 測量 ,器 材 徹 収 ,現 場 調 査 を終 わ る



その後,図 。遺物の整理 をな し,調査概報 を「伊那」1975, 3に 発表す るが,そ の時点では十分な検討

もなされず, 多 くの誤 りをもち,50年度調査 によって解明 されて きたものである。

日召千日50年度

月 。日 天  候 日 誌

5・ 12 主
目 飯 田市 教 育 委 員 会 で調 査 打 合 せ 会

口青 天竜 川上 流工事事務所 と用地 の確 認

雨 作業不能

朝 雨
日青

器 材 運 搬 ,テ ン ト張 り,梅 の 枝 片付 け, グ リッ ド設 定

18 日青 日曜 日 引ヽ み

雨 終 日大雨 作業不能

20 日青 2千五争曇争尾話雷≒≧;警 香課結守fず
北 側 の 全 面 排 土 作 業

北 東 コー ナ ー を出 す

田青 溝周
↓
東
‐

北周溝検出掘上 げ, 4号住居址検出

口青
T三

高 溝 断 面 調 査

|

掘 上 げ  5号 , 6号住 居 l■検 出

鳥上げ |
口青 測 量                        掘 上 げ,測 量

堤 防 用 地 南 側 の表 土 排 除 作 業 ,柱 穴群 , ま た い くつ か の 住 居 址 とみ る黒 上 の 落

ち こみ あ り

口青
く も り 方 形 周 溝墓 Ⅲ の 検 出 7号・ 8号 。9号住 居 l■ を検 出

日曜 日休 み

口青
午 後 雷
雨

調 査

~           
γ調査

天 竜 川 に接 す トレ ンチ Iを 設 定
ブ ル トー ザ ー で宅 地 跡 の コ ン ク リー トをは く

日青 調 査 表土排 除作業 トレ ンチ I

7
の 掘 りこみ

号 住 掘 上 げ,実 測

菫
同

「

~周

溝を掘る

|

柱 列 址 Iを 検 出 掘 上 げ
9号住 掘 上 げ,測 量

(深 さ1.8"一 地 層調査 )

8号住 ,柱 穴群調査

主
目 掘 上 げ 10号住 検 出,調 査 t m-r,r

30 日青 ,員り重融 | 掘 上 げ   柱 穴群 ・ 8号住 測 量
11号住 検 出調 査

晴 午 後
こわ か 雨

12号 住 (?)
遺物 多 1橋量停

・
半

量生二亜量生メ 出調査
し

6・ 1 日 曜 日 休 み

調 査 掘 上 げ (3分 の 1用 地 外 ) 調 査

|

方 形 周 溝 墓 Iの 西 周 溝 検 出 の ため

排 土 作 業  調 査         |

晴 午 後
雷 雨

丁
~葛

嚢要葛墓扉
「

7        扉業      掘上げ
深 く落 ち こみ 束 にの び る    1      11号 。13号住 測 量

晴

も
|

V字形 の 溝 とな る

幅 2.4",遺物 多 し
作 業 14号 。15号住 測 量

午 前 雨
午 後 く
も り

午 後 よ り作 業



月 。日 天  候 日 誌

6・ 6 田青
く も り

12fチ 作通は
全面

17号住 ・ 18号住 検 出
宅 地 跡 コ ン ク リー トを こわ し
て調 査  19号住 検 出

夜 来 の

雨 朝 ま
で大 雨

‖青

遺 構 水 び た し,排 水 作 業
方 形 周 溝 墓 Ⅳ 南 溝 ,東 コー ナ ー よ り南 にの び る溝 (方 溝 Ⅵ とな る )検 出

方 形 周 溝 墓 I南 溝 の 西 にの び る を, よ うや く検 出 (Ⅳ の 北 溝 とな る )

日 曜 日 休 み

‖青 方形周溝墓 Ⅳ南溝上 層調査

|

17号住 掘 上 げ,測 量
18号 住 ,19号住 調 査

日青  ∠F
後 雷 雨 遺物 多 し

|

サ

掘 上 げ,測 量

くも り | 〃  方形周 溝墓 I 西 溝検 出 墓地北側 にはい る

| ふ 撃習奪軍 f准者悪 啓菅
'り

舅塁
市 公民館主事 ,松尾,下 久堅,竜丘小学校 児童

田青

雷  雨
前 日に続 い て調 査 。
数 点 の み

南 東 コー ナ ー部 調 査 ,

砂 層氾濫跡 にて遺構 な し。打製石 包丁 2こ と土器小 片

北 溝上 層調査 ,方形周溝墓 I西 溝掘上 げ

‖青  午
後 に わ
か雨

方形周溝墓 Ⅳ南・北 溝 中層調査  遺物 多 し

| :F晶基医暮里
て
裏塁

Ⅵの上層宅地跡の排土

く も り

|

調 査  北 溝 か ら南 に の び る西 溝検 出
方 形 周 溝 Ⅵの調 査 … … 排 土 作 業

日 曜 日 休 み

日青
あ つ し 調査  遺 物 多 く (ダ ンポール箱 7こ )

17
日青

あつ し 1調査 北 。西 溝下層 は遺物少 な く,底部 に至 る

くも り
雨

| 作 業午 後 不 能  遺 物 整 理
調 査

|

口rf
あつ し

| 調 査  北 ・ 西 溝 掘 上 げ,実 測  方 溝 Vを 検 出

くも り 1南溝 a～ b、を西 境 まで掘 上 げ (底 部 よ り弥 生 遺 物 多 し)    遺 構 な し

く も り
.南

溝 掘 上 げ  方 溝 Ⅵの 調 査 に か か る。 Ⅳ・ Ⅵ の 間 は陸 橋 状 に切 れ る。 16号住 が

IIの
上 部 に あ っ た が宅 地 跡 をブ ル トー ザ で削 り採 っ た際 ,僅 か に痕 跡 を残 す の

雨 日曜 日休 み

ウ
南溝測量, 方 溝 Ⅵ調査 溝上部 に住居址 を認め るが,一部 を残 し破壊 され る

|           |      (12号 住 と
lす

る )

く も り

「同
| `F修

日午諜ン下育ヒ
|

調 査 調 査

く も り

「 1可

↓(青劣薄策洋各存
め用地

)1
調 査

|

調 査

く も り
Ili争

1主体 部 検 出 と,東 溝調
(査の ため宅 地 跡 をブ ル )

トー ザ で排 土

調査  南 は盛上 の ため一時 中止,測 量
↓

Ⅵの西側 に方 溝Ⅶ とみ るを検 出

|              ↓Ⅶ とみ る溝 は荒地 の ため不 明 (宅地 跡 )

主体検 出の ため排 土作業    。20号住検 出 掘上 げ,測 量

作業不能   遺 物整理

日 曜 日 休 み



月 。日 天  候 日 誌

6 ・ 30
晴 終 了
日寺に看隷
雨

調 査  東 溝 検 出作 業

7.1 ‖青 方形周溝墓 Ⅳ東溝調査  遺物 多 し

1主体
声5を

さがす周 溝内側の全面排 土 方形周 溝墓 IIの 49年度調査部調査 も行 う

口青 調 査 ― 東 に の び る方 形 周 溝Ⅷ を検 出一
土 拡 10号検 出掘 上 げ  測 量

完 形 増数 点 出 土   |
方 溝 H検 出 困 難

口青
く も り

1菫
漂獣襖士写きΨ盛上まで掘上げ測量

Ⅲ調 査 区 の調 査 に か か る。 21号住 検 出

ら
能

削
不

で
査

ｖ
跡
調

地
な

宅
分

は
十

Ｈ
か

溝
た

方
れ

大  雨 作 業 不 能  周 溝 は全 面 満 水 とな る 遺 物 整 理

終
雨
る

時
な

晴
了
と

満水 の周 溝 に安 全対策 の ため ロー プ張 り

州η李勇η窟の子暑音響暑佳讐壼塀者題を認める
雨
も

午前作業不 能  遺物整理
午後排 水作 業

雨
くも り

午前作業不能  遺物整理
午 後 22号 。23号住  測量

8 く も り
日青 ↓

号雫蝙士ズる列暑住調査。土城11号,12刃寝冨賃霜士浄棚皇溝検出
圭
円 掘 上 げ 測 量   24号 住 を切 る溝調 査

Ⅲ調 査 区 道 路 西 側 の 草 刈 作 業

雨 作 業 不 能  遺 物 整 理

雨
りも

朝
く 柱 列 址 H検 出 掘上 げ 測 量  26号住 ・ 土 ナ広13号検 出

雨 作業不能  遺物整理

日 曜 日 休 み

も
晴 27号 。28号住 検 出調 査 調 査 掘 上 げ,測 量  溝調 査

朝  雨
関青

あつ い
げ

西

上

道

掘

農

・

29号住 検 出調 査

ニダ下=T=葬土
|

賛馨警蓮暫,し もl禁衛芳t夕 ′
る`

H青

あつ し
―

ク
量測

出
げ
検

上
住

掘
号３６

一号ド設 定

‖青
あつ し 。35号住 プ ラ ン検 出      31号 住 掘 上 げ

日青
あつ し 調 査  33号住 掘 上 げ 36号住 検 出

'IIり

量

晴
あつ し 調 査  30号 。36号住 掘 上 げ  測 量  配 列 石 ― 水 路 址 I検 出

日青 日曜 日作業休 み 遺物整理  整理 箱作 り

口青 調 査
ラノル

Ⅵ ・

34号住 掘 上 げ 37号住 検 出調 査     掘 上 げ 写 真 の み
トー ザ ー で方 溝 Ⅳ・ V・ Ⅵ・ Ⅷ を危 険 防 止 (水 が 溜 っ た ま ま )の ため理Eめ ,

Ⅷ の 未 調 査 部 の 盛 土 排 除
|

了
雷

終
大

晴
時
雨

|
調 査  37号住 掘 上 げ 34住・ 37住 測 量

V調査 区傾 斜 面 の草 刈 , グ リ ッ ド設 定

方 形 周 溝 墓 Ⅸ 検 出

一  調 査

H青

猛  暑
前 夜 豪 雷 雨 で水 び た し
方 溝 Ⅵ ・Ⅷ の延 長 部 調 査

午 前 中排 水 作 業 非城 17号検出 掘上 げ 測 J■

|

日青
くも り一

|[Ill計髯ダ多重1『
あ
F

り,砂 利 層 をは が し調 査 1纂

日青

二
月 ・ 調 査  Ⅷ は 旧水 神 橋 吊橋 架 橋 の ため 荒 れ て お り調 査 を終 え る。 東 は天 竜 川 浸 蝕

で切 られ る。 Ⅵ は南 と東 とに分 れ る

日青
くも り 日曜 日作 業 休 み 遺 物 整理  整 理 箱 作 り



月 。日 天  候 日 誌

7 ・ 28 H青

猛  暑

Ⅵ調 査 区  宅 地 跡 に テ ン ト移 動 。  道 路 中心 杭 NQ19～ 20に トレンチ 設 定

万溝Ⅵ 調査 続行 一 南端部 トレンチ晶

・

基
～ 4)調

〒

‖i争

あ つ し 碧譲各弄春
堕亘  ブル トーザ表土排 除,調査

調査 ……遺物 多 し |マ
募生L硼暦麿L)

30 日青
猛  暑 。

卜
雫訴爵爆癬も‖彊

鐸ご』
口青

あつ し
測量  方形周溝墓 Ⅲの調査  方 溝 X西溝検 出  トレンチ地層断面調査

よ り厖多カロ)墓 城 群 調 査   (。 飯 田高 校 i 阿 智 高 校 ク ラ ブ 今 日

↓

8・ 1 田青
猛  暑

方 形 周 溝 墓 Ⅸ  X西 溝 調 査 ― 南 溝 検 出 墓 鉱 群 調 査

1土器 集 中城 検 出調 査  |       1上 部 石 組 測 量

口青
あ つ し

調 査
:調

査 サ掘 上 げ,土 城 18～ 24号
(阿智 高 校 ク ラ ブ終 わ る )

u青

あつ し 日H程 日 一般 作 業 員休 み 飯 田高 校 ク ラ ブ I調査 区 北 三 角 点 調 査  遺 構 な し

田青
あつ し

方 溝 Ⅸ 周 溝 掘 上 げ 方 溝 X調査 遺 物 多 し,土 器 集 中 城 断 面 調 査

Ⅲ調 査 区 東 道 路 沿 いの 水 田調 査 に か か る

口青
あつ し 周溝測量  方溝 X西溝掘上 げ測量  38号 。39号 。40号 ・41号住検 出

り
後
雨

もく
午
雷

|

南溝調査  43号住 検 出

|

調査-38・ 39号住掘上 げ測量

く も り

雨

Ⅳ調 査 区  危 険 防 止 の ため トレ ンチ埋 戻 し作 業

1午 前 作 業 打 切 り 午 後 遺 物 整理  (飯 田高 校 ク ラ ブ 引上 げ )

‖青
↓埋 戻 し作 業  方 溝 X南側  41号住 排 水 作 業 … … 調 査
43号住  掘 上 げ 土 城 25・ 26号検 出掘 上 げ

晴
し一凛

方 溝 X南掘 上 げ 43号住  土 城 25
40号 。41号住 調 査 47号住 検 出

。26号 と もに測 量
方 溝 Ⅸ主 体 部 検 出作 業

は  才し

く も り 糎品士f,響量Ⅳ裏督轟当
3こ の 主 体 部 とみ るが, 1こ は土 城 14号 (中 世 )

う ち 1こ よ リガ ラ ス玉 を検 出

H青 掘 上 げ  測 量       測 量   ガ ラ ス玉 42こ (2こ は こわ れ )検 出
。方 溝 X南溝 の 埋 戻 し (危 険 防 止 )

口青 方 溝Ⅸ測量……全調査 区の調査 完 了
方溝 X南 溝,Ⅵ の延長部埋戻 し (危 険防止 )

器材,テ ン トの徹収 ,現場作 業 を終 了す る

現場調査後,工事 中のパ トロール,地層調査 をな し,多量 な出土遺物の整理,復元作業,遺構図の整理

。    遺物実測,製図,原稿執筆に予定外の時間 を要 し,昭和51年 10月 に至 ってようや く印刷 にまわす こととな

った。 この間,遺構,遺物.地形,地質について各分野の方 々の指導,助 言,協力 をえている。

C



III 調 査 結 果

(  |  ) 構遺
４
　

Ｓ

′
　

の

清水遺跡で発掘調査 した遺構 は (図 4.5.6.7.8)次 の ようである。

住居址

弥生時ft後 期  15(主 居址 (2.4.5,7.8。 9.10.11.15.20.25.28.29.37.38号 r)

古墳時代   14住 居址 (1.3.14.16.17.18.19。 21.22.24.25.26.43号 )

平安‖寺代      14f主 居址 (6.23.27.30.31.32.33.34.35.36.39.40.41.421ナ )

中 世     1住 居址 (13号 )

柱列 l■ 4(I,H,Ⅲ ,Ⅳ )

方形用溝墓,方形周溝 9(I,H,Ⅲ ,Ⅳ , V,Ⅵ ,Ⅷ,Ⅸ , X)

土城26 土器集 中鉱 1 水路址 2

1調査区は天竜 川に接す地帯 で全面発掘 を行 なった。上層は洪水によって流 され, また宅地跡で荒 らさ

れてお り,遺構検出には苦労 した。方形周溝墓Ⅳ を主体 に してこれ より分かれ る方形周溝は天竜川の浸蝕

によって削 り採 られているもの もあ り,宅地跡の コンク リー トをブル トーザではが しての調査のため未確

認の もの もあ り, 住居 l■ の検「Lも 十分 にイ予なわれなかった もの もある。住居 l■ は弥生後期, 古墳時イt tt jUl

を主体 とし,平安時代,中世 各 1の みが検出されているが,用地外の墓地か らその西 にそれ らの集落が存

在 した もの とみ られ, また中世 の遺物 は全面の上層 にみ られた。

H調査区は氾濫砂土の堆積 で,遺構発見はできなかったが,氾濫前には遺構の存在が地形上予想 され る

ところである。

Ⅲ調査区は水神橋 か ら弁天橋 に通 じる市道で東 と西 に切 らオしてお り, 日召和36年 災害 に天竜り||,共 水の流路

となったところであ り, 音卜う)白勺には荒ンしていた。 全 llll‐

yむ 掘 をイ子ない, 道路東 |‖1で は勁て11後 りUl, 1:flt‖寺イt;ト

期の住居址 が主体 とな り,西側 では平安時代の住居址が主体 となってお り
°
,西端部近 くで方形用溝りit Ⅸが

発見 されている。

Ⅳ調査区は,Ⅲ 調査区 よリー段低 くな り,高距70●P71を 測 り, この地帯の東半分 は常時両側の水田より流

れた水が溜 ってお り, 調査不能。西半分 も雨が降れば水が溜 るところで, トレンチ調査 に終わる。 かつ て

は湿地帯 または ,召 ナ也J大 であった とみ らォした。 ir安りU]と み る水路址 が発 )と さオしたが, ラκが溜 り, 音6夕〉向勺

'月

イi

lこ 糸冬った。

V調査区は,一段高 い高距 4π を測 る段丘面 にあ り,段 J■ 114は 緩 い傾斜 i白1の 畑で, この部分は グリッ ド

調査 をイ予な うが, 耕イ乍で荒れてお り, 遺構検「日にはいたらなかった。「支J■ ■1は 全 lfli yと オ1面 によ l), 方り「多周 7毒 ,

中世基城群等 を調査 しているが,現国道 152号 よ り西 に,弥生 時代,古墳時代の集落がl10開 していた もの

20
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図 5 清水遺跡第Ⅲ調査区東遺構図

図 6 清水遺跡第Ⅲ調査区西遺構図
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図 7 清水遺跡第Ⅳ調査区遺構図
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図 8 清水遺跡第 V調査区遺構図



と予想 された。

住居址

(|)弥 生時代 後期

2号住居址 (図 9)

49年度調査 で発見 され,南北4.7

π×東西5.5π の隅丸方形,15～

20∽砂層に掘 りこむ竪穴住居 l■ で

あるヽ。方形周溝墓 Hの 周溝 コーナ

ーが南東隅 にあって南壁 に沿 って

斜めに切 っているため,主柱穴 4

こ中 1こ と主柱間 にあるとみ られ

る炉址 を失 っている。遺物 (図 54

の 1～ 7)の 出土量 は少な く,中

島式 と欠山式土器片 と打製石包丁

2こ の出土 をみてお り,中 島期の

住居址 とみ られる。

4号住居址 (図 10) 図 9 清水 2号住 居址

方形周溝墓 Iの 北周溝の北1.5π にあ り,14号住 居 l」Lが,南側 の上層 にかかっている。南北4.1,ル × 東

西 4π の隅丸方形,砂層 に20∽掘 りこむ竪穴住居 l■ である。覆土は暗黒色砂土,床面 は黄褐色粘質土 とな

つて堅 い。主柱穴は 4こ 整 った配置にあ り,西側の柱穴間の中央 に浅い掘 り凹み をもつ地床炉がある。遺

物 (図 54の 8～ 10)は 少な く小片のみではっきりしないが,座光寺原式の要素 をもつ ものがみ られるが ,

中島式前半の時期 と考 えたい。

5号住居址 (図 10)

4号住居 l■ の西 lπ にあ り,15号住居 l■ の上 に建替 えられた もの とみ られ る。南北3.95π ×東西 4.2π

の隅丸方形,西壁 で24の,東壁 で15∽砂層 に掘 りこむ竪穴住居 l■ である。主柱穴は 4こ 整 った配置にあ り

西側柱穴間の中央部 に南に枕石 1こ を置 く浅 t‐ 堀 り凹みの地床炉 をもつ。床面 は堅 く,15号住嬌址の上 は

張 り床 となっている。遺物 (図 54の 11.12)は 少な く,座光寺原式,欠 山式土器片があ り,中 島式 とみ る

小片数点があ り,中 島式前半期 と考 えられ る住居址 である。
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7号住居址 (図 11)

I調査 区の南側 で,方形用溝墓 Ⅲ に北

隅 を切 られ てお り,1性の大部 分 は洪水 に

よって肖Jら オt, 僅 かに壁 の痕 跡 を残 して

い るにす ぎない。南北 4.6P72× 束西 4.32

れの隅 丸 方形の竪 穴住居址 であ る。床面

は堅 く,僅 か に残 る11産 と床 illに よって ,

その プ ラ ンを検 出 した もの であ る。主柱

穴 は 4こ ,炉:址 は西側の柱人間のやや 中

央 よ り南 に寄 ってあ り,浅 い掘 り凹み を

なす地床 炉 であ る。遺物 (図 54の 13～ 19)

には中島式 の蒙形 土器 片,打製石 包丁 4

こが あ り, 中 ||ル 式後半 の住居上止であ る。

8号 住居址 (区146)

南 束 2う)の 1は 方形用溝墓 IⅡ に よって

切 られ, さ らに南東端部 は宅地跡の子f垣

で肖り|)と らオしてい る。東西 4.5,ル の隅メLブテ

形 をな し, 北 l:蔵 で20CPa砂層 に掘 りこむ竪

図10 清水 4号・ 5号住居址
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図 11 清水 7号住居址

穴住居珈Lで あ る。主たしヽは 4こ とみ られ, 炉址 は西 1則 の柱穴間の 中央 よ りやや西 に寄 ってあ り, 両 111に 枕

石 を置 く浅 い掘 り凹みの地床 炉 であ る。遺 物 (図 54の 20～ 27)に は中島式,欠 山式の土器 片 と打製石 包丁

2こ が あ |), 」■1掃 Hl[L量 は少 ないが,「卜||ル 式前半りUlの イ主サill■ とみ たい。

9号住居址 (図 12)

プデザ杉方刊溝 JttIⅡ に i菊 隅 は切 らオしてい る。 うなJ■ 1 5CP73を ljH余 したす ぐ
~ド

はチ未ア百とな l), ク
゛
リッ ド訂月́ 1の 1祭 ,「木

i白iを 掘 1,こ む誤 ち も犯 した。理 蒙炉 が発見 され住居址 の存 在 を確 かめ,さ らに周溝 が発見 され,そ の プ ラ
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図12 清水 9号住居址

・O  F
を知 るこ とがで きた。南北 5.6π × 東

西 5.lπ の 隅 丸 方 形,壁 は洪水 に よっ

て流 されてい るが竪 穴住居 であ る。周

溝 は西 。南 と東 は一部分 を残 してい る

が北側 は削 りとられ た ともみ られ る。

主柱 穴 は 4こ ,炉址 は西側 の柱 穴間の

中央 よ りやや南 に寄 ってあ り,埋褻 炉

であ る。埋甕 は グ リッ ド調査 の際,破

壊 され十分 な調査 はで きなか った。住

居 l■Lの 東隅 に貯蔵 穴 が掘 りこまれてお

り,壺,高ま不,器 台 片が一括 出土 して

い る。遺物 (図 54の 28～ 33)は ,I貯蔵

穴出土の他 に埋甕 炉の台付甕 が あ り,

中島式前半 jUlと み られ る もの であ る。

10号住居址 (図 13)

段 丘面 の先端部 にあ る。 この先端 は

石垣 が あ って さ らに低 位 TAl~と な り, 天

竜 川 に接 してい る。 7号.8号 住居址 の南東 9.5π に あ り,

26

図 13 清水 10号住居 l■

その 間 は昭和 36年 災害 の被害 の大 きか った所

18◎         24◎
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で, 方サ「多lll‐il溝Ⅶ とみ るを一部検出 したが, その確認はできず, この一帯の遺構 は洪水 により削 り流された

とllt定 さオじる。

本址 は南北 4,ル × 束西4.5π の隅丸 方形,砂層に15∽掘 りこむ竪穴住居 l■ である。床面 は堅 く,主柱穴

は 4こ 整 った配 iと にあ り,西側柱人間の中央 に掘 り凹みの地床炉 をもつ。遺物 (図 54の 34～ 37)は 少な く

座光寺原式上器 片,打製イf包 丁片 1こ と数点の小片をみたにす ぎない。

上層 より図87の 58,59の 用途不明の青銅器 と石製模造品の有孔円板の出土 をみているが,上層にあった

とみ られ る遺構 は,地層が荒れてお り,十分 な調査 はで きなかった。

，
　

Ｇ

‖号住居址 (|』 14)

方形 用溝基 Ⅲの西 1.8π

な隅九 方形,北 壁 で24の ,

てい たため耕作 の荒れ は

甚 だ しい。主柱穴 は 3こ

発見 され てい るが 4こ ,

炉 l■ は発見 で きなか った。

遺物 (図55の 1～ 3)は

少 な く,高 lFN片 ,打製石

包丁 片 1, この他 中島式

の′
lヽ 破 片数 点 がみ られ ,

中島式の住居址 とみ た も

の であ る。

15号 住居址 (図 15)

5号住居 l■ の下 にやや

束 に よって造 られ, 5号

址 は建 替 え とみ られ, 張

|)床 とな ってい る。南北

3.4π ×束西 4.2′れの隅丸

方形 , 5号址 よ りさ らに

14οれ石少′習に引属り こ lbl至 クヽ

住ナ計十址 であ る。主柱穴 は

4こ ,炉址 は北側 の柱穴

間の 中央 よ り西 に寄 って

あ り,掘 り凹みの地床炉

であ る。東壁 中央部 か ら

住ナr十 址 の 3分の 1入 った

所 にiFブ
Fり 明 )́J■■去81子 が

掘 |,こ まれ てい る。遺物

(1図 55の 4～ 9)に は欠

にあ り,南の一部 分 は13号 住居 l■ で切 られる。南北5.5π ×東西4.6π の不整形

南壁で15m砂層 を掘 りこむ竪穴住居址 である。床面 は堅 いが,ブ ドウ畑になっ

[

図14 清水 11号 。13号住居址
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山式の台付褻,座光寺原式の要素 を含む土器 もみ られ るが ,

20号住居址 (図 47)

I調査区の東端部 にあって方形周溝墓Ⅳの排水のた

めブル トーザで土盛 を切 って排上の跡 に発見 され,南

側の上盛のため僅かに北東 コーナー を検出 し,柱穴 1

こと貯蔵穴 とみ る掘 りこみ を調査 したにす ぎない。 そ

のため住居址の規模 は不明であるが,砂層 を15～ 20"

掘 りこむ竪穴住居址 である。遺物 (図 55の 10～ 15)に

は褻,高杯,器台等の土器片 と,磨製石包丁,打製石

包丁各 1が あ り,中 島式後半の住居址 とみ られる。

25号住居址 (図 16)

Ⅲ調査区,21号住居 l■ の西側 3分の 1に かかって ,

その下層 に造 られている。南北 3π × 東西2.9π と小

型の隅丸方形,砂層 に10～ 15∽掘 りこむ竪穴住居址 で

ある。主柱穴は 4こ ,炉 l■ は東側柱穴間の中央 よりや

や南西 にあって,浅い掘 り凹みの地床炉であ る。東壁

のほぼ中央部 にえ ぐりこんで貯蔵穴が掘 られ,そ れ よ

り南 に壁 に沿 って この部分

のみ周溝 が掘 られ てい る。

遺物 (図 56の 1～ 7)に は

中島式 の壷 形,座光寺 原式

とみ る褻形 片,山 中式 とみ

る器 台脚部 が あ り,石 包丁

とみ る横 刃形石器 ,大形 の  ｀

不定形打石 斧 があ る。 中島

式前半期 の住居址 とみ たい。

28号住居址 (図 17)

Ⅲ調査 区,No28道 路 中心

杭 よ |)西 3.2π に あ り,南

は道路境 界 に,東 は27号住

サili・ 址 に接 してい る。南北 4.1

×束西 3.95π の不 整形 な隅

メL方 形 , 砂層 を20∽ 1屈 りこ

む竪 穴住居址 であ る。床 T輛

は堅 く, 主柱 クヽ は 4こ , Jヒ

側 のたし 間ヽの ほ tF中 央 に掘

中島式前半の住居 l■ とみたい。

図16 清水25号住居址
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図17 清水 27号 。28号住居址



り凹みの地床炉がある。南壁の中央 より西 に

壁に沿 って貯蔵穴 とみ る 2こ の掘 りこみが並

ぶ。東,北,西の壁に沿って幅の広 い用溝が

各独立 して付 く。遺物 (図 55の 16-26)に は

壺,甕,増,高杯形土器があ り,石器に有肩

扇状形石器,石鍬,靴形石器がある。座光寺

原式の要素 もみ られ,欠 山式 を含み,土師器

ともみ られ る土器 もあって,そ の時期 を決め

かね るが,中 島式前半 に位置づ く住居址 と考

えたい。

29号住居址 (図 18)

No28の 道路中心杭の東 4π にあ り,南 1‖ に

は柱夕1址 Hの 柱穴が 2こ 入 りこんでいる。南

Jヒ 4.lπ ×東西4.4π の隅九方形, 15～ 20-砂

層 を掘 りこむ竪穴住居址 である。床面 はあま

り堅 くな く,主柱穴は 4こ 整 った配置にある。

炉 l■ は東側柱穴間のほぼ中間にあ り,浅い掘

り凹みの地床炉である。遺物 (図 55の 27・ 28)

は僅少で,中 島式前半とみる土器片数点と打

製石包丁 1こ の出土をみたにすぎない。

37号住居址 (図 19)

道路中心杭 No25の 西1.5π にあ り,中 央部 を

北か ら南に方形周溝墓 Ⅸが斜めに切 っている。

南北4.36π × 束西4.8π の隅丸方形,砂層 を

20の掘 りこむ竪穴住居址 である。床面 は堅 く

主柱穴は 4こ 。炉址 は住居址 を南北方向に三

等分す る西側のほぼ中央部 にあ り,地床炉で

ある。 その位置は飯 田地方の弥生後期の一般

例 と異なる。北側 には炉址 に付 いて三角形の

焼土のマ ウン ドをもつ。遺物 (図 56の 8.9

24)に は東海地方の壺・褻形土器,紡錘車が

あ り,中 島式の小片数点が出土 している。中

島式前半 に位置づ くもの とみ られ る。

38号住居址 (図 20)

道路中心杭NQ27の 西 lπ にあ り,西隅 は飯

田市道 によって切 られ, また北 FFiは 39号 (主 居

図18 清水29号住居址
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l■ で切 られている。南北推定 3π ×東西

3,ル の F呂 メL方り杉, 15～ 20∽砂層 を掘 りこ

む竪穴住居 llLで ある。主柱穴は 4こ とみ

るが, 2こ 発見 され 1い るヽ。炉 l■Lは 北 1則

柱穴間の中間 より南に寄 ってあ り,掘 り

凹みの地床炉である。南西隅には壁 に沿

って貯蔵穴が掘 りこまれ,完形 に近 い褻

形土器の出土 をみている。遺物 (図 56の

10～ 23)に は座光寺原式 とみる甕形土器

が多 くみ られ,そ の期の最終末 とみ られ

る。石器 には,打石斧,打製石包丁,小

形の有肩扇状石器,磨製石鏃の未製品等

がある。

(2)古 墳時代

1号住居址 (図 21)

日召不日49年度調査区にあ り, 1ヒ は 3号イ主

居址 に隣接す る。調査時点では北約 2分

の 1の 調査 に終わ り,南側は50年度調査

区になっていたが,橋脚工事 によって削

られ調査不能 となった。住居址の西 3分

の 1の 下部 には方形周溝墓 Ⅳの東周溝が

あ り,調査時点では,菫 日の寒波による上

解けのため泥澤 とな り,周 溝検出にはい

たらなかった。東西5.lπ , 隅メし方形 ,

西壁で30",東壁 で20"砂層 を掘 りこむ

竪穴住居 l■ である。主柱穴は 4こ とみ る

が,北側の柱穴 2こ が発見されているの

みであ り,炉 l■ も発見されていない。遺

物 (図57の 1～ 8)に は土師器の壺,褻 ,

高不,碗形土器があ り,中 島式の褻形土

器片,打製石包丁 1こ の出土 もみている。

古墳時代中期初頭の住居址 とみたい。

1            8

2m

図20 清水38号・39号住居址
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3号住居址 (図 21)

昭和49年度調査区にあ り,南は 1号住居址 に隣接 して並 ぶ。西側 3分の 1の 下部 には方形用溝基 Ⅳ東用

溝が切 っているが, 1号住居址 と同様調査時点 では検出できず,橋脚工事のために破壊 されている。南北

4.15π × 東西4.3π の隅丸方形,西壁 で20",東 壁で10の砂層 を掘 りこむ竪穴住居址 である。主柱穴は 4

こ。炉 l■ は西側柱穴間の南に寄 ってあ り,.西側 に枕石 1こ を置 き20のの深 さに掘 りこむ地床炉である。遺

物 (57の 9～ 12)に は土師器の複合 口縁 をもつ壺 と高杯形土器があ り,有肩扇状形石器,打製石包丁各 1

の出土 をみている。古墳時代前期末か中期初頭の住居址 と考えたい。

12号住居址 (図 4参照 )

方形周溝 Ⅵの調査区域のほぼ中間部 に発見 されたが,周 溝調査 が先行 し,住居 l■ の存在 を認め たのは,

その西壁 と北西 コーナーの検出によるもので,す でに周溝 を掘 りこんだ後であ り,住居址の規模 は把握 で

きなかった。遺物 (図 57の 13～ 19)に は土師器の高杯が多 く,砥石 1こ の出土 をみているが,方形周溝Ⅵ

の遺物の混入 も考 えられ るが,和泉式期の住居 l■ とみ られ る。

14号住居址 (図 15)

方形周溝墓 Iの 北溝の上 に南側 はあ り,周 溝調査後に発見され,南端 は 6号住居 llLの 下 にあ り,北東 に

4号住居址 があ り, 4号住居 l■ の調査が先行 したため北壁 は切 られ,砂層のためその検出には苦労 した。

南北4.lπ × 東西3.75π の不整形 な隅丸方形 白砂 を10∽前後掘 りこむ竪穴住居址 である。床面 は堅 く,主

柱穴は 4こ ,炉 l■ は北東側の柱穴間のほぼ中央 にあ り,二重の掘 り凹み をなす地床炉である。遺物 (図 57

の20.21)に は土師器の堆,高 l不があ り,古墳時代 中期の ものである。

16号 住居址 (図 22)

方形周溝墓Ⅳの南東 コーナーに大部分がかか り,

方形,砂層 を10～ 15の掘 りこむ竪穴住居 llLで ある。

0            2m

図 22 清 水 16号住 居 址

その上層にある。南北2.8ル×東西2.6π の小型の隅丸

主柱穴は 4こ ,炉址 は発見 されず,そ の存在 も疑がわ

れ るものである。遺物 (57の 22-31)に は土師器の複

合 口縁 をもつ壷,台付褻,器台脚部 があ り,絵画の描

かれた とみ る土器片 もみ られ,古墳時代前期末, また

は中期初頭 とみ る特殊 な住居址 と考 えられ る。

17号住居址 (図 23)

響5基点の西3.8π にあ り,南側 4分の 1は 方形周溝

墓 Ⅳ北周の上層にあって,南は18号住居 l■ に隣接す る。

南北4.4π ×東西5.2π の隅丸長方形,砂層 を20～ 25∽

掘 りこむ竪穴住居 l■ である。主柱穴は 3こ 発見 されて

いるが,西隅は貯蔵穴があ り,柱穴はそれ と一緒に掘

られているとみ る。炉 l■ は東側の柱穴間の中央部 にあ

り,北に枕石 1こ を置 く地床炉である。遺物 (58の 1

～ 7)に は土師器の褻,高カドがあ り,古墳時代 中期の

住居址 である。

◎     ο◎



18号 住居址 (図 23)

北側 5分 の 1は 方形周溝墓 Ⅳ北周 溝の上 層 にあ って北 に17号住居 llLが 隣接 してい る。 南北 3.8π × 束西

4.5,れ の隅 丸 方形,砂層 を20π 掘 りこむ竪 穴住居 l■ であ る。床面 は堅 く,主柱 穴 は 4こ ,整 った配置 にあ

り,炉坦Lは 東側柱穴間の 中央部 にあ り,浅 い掘 り凹みの地床 炉 であ る。遺物 (図 58の 8～ 14)に は土師器

の高ナ不,台 付褻 が あ り,小形 の磨 石 斧 と打石 斧の出土 をみ てい る。古墳時代 前期 の要素 を もつ住居址 とみ

たい。

19号 住居址 (図 24)

方 形周 溝墓 Ⅳの北周溝が

西 に'折 れ る コーナーの上 層

にあ る。南北 4.9π × 東西

4.9π の 隅 丸 方 形,砂 層 を

15～ 20"掘 りこむ竪 穴住居

址 であ る。床面 は堅 く主柱

穴は 4こ ,東側 の柱穴間の

中央 よ り北 に寄 って炉 l■ が

掘 りこまれ,南 に枕石 1こ

を置 く地床 炉 が あ る。遺物

(図 58の 15-18)に は, 土

師器 の 口縁部 の短 かい褻 が

あ り,小形敲 打器,有肩扇

状形石器 の 出土 をみ てい る。

土器 か ら して古墳 時代 中期

初頭 の住居 l■ と考 えたい。

21号住居址 (図 25)

M29道路 r卜 ′し、杭 が住居 l■

の西 壁 にあ り,西側 の下 層

には弥生 時代後期 の25号住

居址 が あ って, この音Ь分 は

張 り床 とな ってい る。南北

5.2π ×束西 6π の隅丸方形

砂層 を20"掘 りこむ竪 穴住

居址 であ る。主柱 穴 は 4こ

工
|

図23 清水 17号 。18号住居址

西に寄 って配置 され,炉 l■ は南側の柱穴間の中央 より東に寄 ってあ り,浅い掘 り凹みの地床炉である。遺

物 (図 59の 1～ 7)に は■1師器の褻・曽民, 椀形 Jヒ 器があ り, 肩部 に亥りFpを もつ甕があ り, 曽氏は挿入 したす巴

手をもち,注 目すべきものがある。ガラス小玉 (図 87の 61)1こ の出土をみている:古墳時代中期後半と

み る住居址 であ る。

◎24          210
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図24 清水 19号住居 l」L

22号住居址 (図 25)

No29道 路中心杭の西 2π にあ り,西側の

一部 は26号住居址 に切 られているが,本址

調査後に検出された ものである。北側約 3

分の 1の 下層には24号住居址があって, こ

の部分は張 り床 となる。南北4.8π × 東西

4.5π の隅丸方形,砂層 を15の前後掘 りこ

む竪穴住居址 である。主柱穴は 4こ ,炉址

は住居の中央部 より北 に寄 ってあ り,浅 い

掘 り凹みの地床炉で,そ の東に接 して灰溜

めの掘 りこみがあ り, この中 より完形の褻

の出土 をみてい る。遺物 (図 58の 19～ 21)

には土師器の褻,高杯形土器があ り,古墳

時代 中期の住居址 である。

24号住居址 (図 26)

22号住居址の北側約 3分の 1に かか って

その下層 にあ り,南西 は26号住居址 と接 し

あう。南北4.65π × 東西3.9π の隅丸長方形,砂層 を10∽掘 りこむ竪穴住居 l■ である。住居 l■ のほぼ中央

を東か ら西 に耕作 による新 しい溝が斜めに切 って, この部分 は荒れている。主柱穴は 4こ ,炉 l■ は東壁の

中央部 か ら僅 かに入 った位置にあ り,浅い掘 り凹みの地床炉である。遺物 は土師器の小破片のみで,石包

丁 (図 58の 22)1こ の出土 をみている。古墳時代 中期前半の住居址 とみたい。

26号住居址 (図 27)

22号住居址の西の一部 を切 り,北は24号住居址 に接す。南北3.lπ ×東西5.lπ の隅丸長方形,砂層 を15

の掘 りこむ竪穴住居址 である。主柱穴は 4こ ,北側の柱穴間の中央 より西 に寄 って灰溜めが掘 りこまれ ,

その南 に接 して炉址がある。周囲 を床面 より高 くし,南側 には 3こ の石 を並 べ楕円形 をなす掘 り凹みの地

床炉である。床面 には焼土がみ られ,南束隅 には粘土が円 く敷かれていた。遺物 (図 58の 23・ 24)に は須

恵器 と土師器の立上 が り回縁 をもつ壺形土器の出土 をみてお り,古墳時代 中期後半 とみ る住居 l■ である。

43号住居址 (図 50)

V調査区,No15道 路中心杭の北西5.5π にあ り,方形 周 溝 X南周溝の上層 に発見 された。周溝調査 によ

って発見 されたため西壁は削 りとられ, また南隅 は盛土のため調査不能,北隅は土城 25号 が掘 りこまれて

いる。南北4.lπ × 東西 4π の隅丸方形,黄褐色粘質土 を20"掘 りこむ竪穴住居址 である。床面 は堅 く張

り床 とな り,主柱穴は 4こ ,炉址 は発見にいたらなかった。遺物 (図 59の 8～ 12)に は,土師器の褻,台
付甕,増,小形甑 があ り,古墳時代中期前半 とみ りれ る。
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(3)平 安時代

6号住居址 (図 44)

方形周溝墓 Iの 北周溝に北壁 は

かか り, またその下層 に14号住居

址が掘 りこまれている。周溝調査

を先行 したため北壁 を切 って住居

址の存在 をた しかめた、ものである。

南北推定3.5π ×東西4.2π の隅丸

方形,砂層 に10の掘 りこむ竪穴住

居址 である。主柱1穴 は 4こ ,南壁

の中央部 にカマ ドが付 くが,橋脚

工事の際上部 を削 られているが
,

粘土 カマ ドである。 カマ ドの両側

か ら周溝が壁に沿 ってめ ぐらされ

ている。床面 は砂層であるが堅 い。

遺物 (図 60の 1.2.23)は 少な

く須恵器 と土師器があ り,小片が

多 く,鉄器片―釘の出土 をみてい

る。図60の 1の 須恵器の不 は地方

窯産 であ り, 2は 覆土出土の土師

器で周溝墓 Iに 関連す るもの とみ

られ る。平安時代後半の住居址 で

ある。

23手テ作二月]土止 (Eコ 25)

No29道 路中心杭の南3.5π にあ

り,西壁 を切 る土埴 12号が住居址

内に掘 りこまれている。南壁 は用

地外 となっているが,南北推定

3.5π ×東西4.2π の隅丸長方形 ,

主柱穴は 4こ , カマ ドは東壁のほ

ぼ中央部 に4・lく が, 耕作 によって

崩 されている。遺物 (図 60の 3～

6)に は国分式の土師器 と須恵器

があ り,平安時代前半 とみ る。磨

製石包丁の出土 をみているが混入

36
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27号住居址 (図 17)

No28道 路中′しヽ杭の南 3π にあ り,

西は28号住居址 と隣接す る。南側 は

用地外 とな り,南西部 は調査不能 と

なる。南北3.6π ×束西4.6π の不整

形な隅丸方形,砂層 を15の前後掘 り

こむ竪クヽ仁ヒ居址である。 主ホ主クヽは 4

ことみ られ, カマ ドは西壁の中央部

より南に寄 ってあ り,粘土 カマ ドで

支脚石 を残す。遺物 (図 60の 7～ 9)

には国分式の大形裂,須恵器の杯 と

大形砥石の出土 をみてお り,平安時

代前半の住居址 とみ られ る。

30号住居址 (図 28)

Ⅲ調査区西,No26道路中心杭の北

0         2m

図 28 清 水 30号住 居 址

東17π にあ り,31号住 l―I址の上 にかかっている。南北3.6π ×東西4.7π の隅九長方形,砂層に10～ 15∽掘

りこむ竪穴イ主居 l■ であ り, 31号 l■ にかか る部分 は張 り床 となっている。 三二柱クヽは 4こ , Jヒ 壁の東に響予って

ヘ ッツイを置いたとみ る焼上のマウ ン ドをもつ。遺物 (図 60の 10～ 14)に はロクロ成形 による土師器のよ不

台付 Ⅲl,灰釉陶器,須 恵器のナ不等があ り,国分式の甕の破片が多 くみ られ る。平安時代末期の住居址 とみ

る。

31号住居址 (図 29)

Ⅲ調査区の北端部 にあ り,西 3分の 1は 用地外 となる。南側は30号址の下部 6の にある。南北4.2π ×

束西推定 3.57ル 位 の隅 九長 方形,砂層 を20"掘 りこむ竪穴住居 llLで ある。主柱穴は 4こ とみ る。 カマ ドは

南束隅近 くにあ り,上部 は30号址 に削 られ不明であるが,焼土が多 くその形状か らカマ ドと認め られた。

遺物 (図 60の 15～ 19)に は国分式の褻,須恵器のナ不,灰釉陶器の瓶 があ り,鉄鉾の大塊 2こ と土師器,須

恵器片の多 くの出土 をみている。平安時代後半の住居址 である。

32号住居址 (図 29)

30号住居 lll_の 東 lπ にあ り,か つて送電線の柱跡があ り,部分的 に荒れていた。南北3.8π × 東 西 3.4

πの隅丸方形,砂層 を25の掘 りこむ竪穴住居址である。主柱穴は 4こ , カマ ドは西壁のほぼ中央部 に付 く

が, その痕跡 を残すのみであった。遺物 (図 61の 1～ 9)に は国分式の褻,須 恵器の杯,杯蓋があ り,須
恵質の紡錘車 とみ る (9)が ある。平安時代前半 とみ る住居 l■ である。上層 より磨石鏃 1こ が出土 してお

り,混入品である。
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図29 清水 31号 。32号住居址

33手〕。 34手〕惟L層]力止 ([コ 30)

No26道 路 中心杭 の北 束7.3π にあ り,東 1.3π に36号住居 l■ があ る。 2住居址 は同時 に検 出 され,切 りあ

い関係 は34号 が新 しヽヽ と′いて, そオ■よ り調査 を進 め たが, 1ヒ 壁 は共通 し, 南壁 は僅 か に34号 は外音6に S、 く

らみ をみ るのみで,床面 は同一面 にあ る。 カマ ドは33号 が西壁 に,34号 が北壁 につ くが,柱 穴の配置 , ま

た遺物 の出土状 況か ら34号 は33号 の建 替 え とみ るが妥 当であ り,同一住居 l■ ともみ られ る。

南北 33号 で3.65π ,34号 で3.75π ×東西 5.4π の 隅 九長 方 形,砂 層 を30∽掘 りこむ竪 穴住居址 であ る。

床面 は堅 く, 主オ主穴 は 4こ とみ られ, 支オ主グ(2こ が あ る。 力‐7ド は33f計が米占「_力 7ド , 34号 は 77糸 llホ占■1カ

マ ドか とみ られ たが, カマ ドた ち割調査 を始 め た ところ豪 雨 にあい調査不 能 とな って しまった。 34号 カマ

ド南西前 に灰 溜 が掘 りこまれ,南 壁 中央部 か ら2し、′″入 って貯蔵穴 とみ る掘 りこみが あ る。

遺物 は33号 (図 61の 10～ 16)に は土師器の褻 ,台付碗,須 恵器 の j不,灰釉 陶器 の碗 の出土 をみ, 34号

(図 62)は カマ ド周辺 に多 く,量 は多い。土師器 の甕 ,鍔釜 , ロクロ成形 のナ不,灰釉 陶器 の碗 ,Лl,耳ⅢL,

が あ る。 33号 .34号 ともに平安 時代 末期 の住居址 であ る。                     ヽ
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35号住居址 (図 31)

No25道 路中心杭の 東

9.3π にあ り, 南はオ主列

址 Ⅳに接す る。北側 は用

地外 とな り,一部分の調

査 でその規模 を知 ること

はで きない。東西 4π の

隅丸方形,黄褐色粘質土

を30∽掘 りこむ竪穴住居

址 である。
1遺

物は少 な く

図61の 17の 須恵器のナドの

他,土師器の褻,糸切底

をもつ皿の小 片がみ られ

平安時代後半 とみ る住居

址 である。

36号住居址 (図32)

No26道 路中心杭の北東図30 清水 33号 。34号住居址

5.5%に あ り,南西 lπ に42号住居址がある。南北4.4π ×東西4.4π の隅丸方形,砂層 を15“前後掘 りこむ

竪穴住居址 である。床面 は堅 く,主柱穴は 4こ ,カ マ ドは北壁の中央部 に付 き両側 に平 らなマ ウン ドが付

く。煙道孔 を残 している。 カマ ドのたち割 り調査 は豪雨 によって不能 となったが,粘土 カマ ドである。遺

物 (図 61の 18～ 24)に は土師器では国分式の甕, ロクロ成形の褻,杯があ り,須恵器の.1ド蓋・杯。灰釉陶

器の碗があ り,平安時代後半の新 しい時期の住居址 とみ られ る。

39号住居址 (図 20)

NQ27道 路中心杭の北西3.3π にあ り,38号住居址の一部 を切 っている。 1し 西は飯 田市道のため調査不能。

隅九方形,表上下 80の に床面があ り,砂層 を10"掘 りこむ竪穴住居址 である。遺物 (図 64の 1～ 8)に は

土師器の国分式の褻,内面黒色の ロクロ成形 によ|る ま不,須恵器の杯,灰釉陶器の碗があ り,平安時代後半

の新 しい時期の住居 l■Lで ある。 2の壷底部の灰釉 は表層出土で,青磁碗片 と伴出 してお り,中世 の もの と

み られ る。

40号住居址 (図 33)

NQ27道 路中′亡ヽ杭の南0.5π にあ り, 南 lπ に

41号住居址,北西 コーナーは38号住居址 にかか

ってその上層にある。38号址の調査 が先行 し,

一部壁 を削 り, また,41号址検出の際に南壁の

一部が削 られ, はっきりしない所 もある。南北

4.2π × 東西4.65π の隅メL方形, 砂層 を10～ 20

"掘 りこむ竪穴住居 l■ である。床面 は堅 く,主 図31 清水35号住居址



柱穴は 4こ ,支柱穴 1こ があ り,住居の中央部

か ら南西 に大 きく寄 らてヵマ ドがつ く。馬蹄形

状 にマウン ドをめ ぐらし北 に焚 口をもつ粘土 カ

マ ドであ り,そ の位置は飯田地方 では数少ない

例 である。遺物 (図60の 20～ 22)に は土師器の

国分式の甕,須恵器の杯蓋,灰釉陶器の碗があ

り,平安時代後半の住居址 である。

41号住居址 (図 34)

No27道 i略 中′いわtの 南 6π にあ り, 1ヒ lπ に40

号住居 llLが ある。南は用地外 とな り, 4分の 1

は未調査 となる。東西4.lπ ,南北推定 4π の隅

丸方形,30∽前後砂層か ら黄色粘質土 に掘 りこ

む竪穴住居址 である。床面,壁面 は極めて堅 く

主柱穴は 4こ とみ る。 カマ ドは西壁のほぼ中央

につ き,石組粘土 カマ ドで保存の良 いものであ

る。遺物 (図 63)は カマ ド周辺 に多 くみ られ ,

土師器の甕 では器壁の厚 い粗雑 な輪積み作 りと 図32 清水 36号住居址

国分式の器壁の薄 いもの とがあ り,刻書のある甕がある。鍔釜, ロクロ成形の台付碗,小形皿 もみ られ る。

須恵器 には甕,ナ ドがぁ り,灰釉陶器 は多 く,碗,皿,段皿がある。土錘,皇宋通宝 1の 出土 もみ る。平安

時代末期の住居址 とみ られる。

42号住居址 (図 35)

No26道 路 中心杭 の 東 0.5π に あ り,南 北

3.7勿 ×東西 3.7π の隅丸方形 ,砂 層 に30"

前後掘 りこむ竪 穴住居址 であ る。主柱 穴 は

4こ ,カ マ ドは北壁 の 中央部 に外部 に張 り

出 して造 られてい る粘 土 カマ ドであ り,煙

道 も完全 に残 す保 存の良 い もの であ るが
,

た ち割 り調査 は豪雨 の ため不 能 とな った。

住居址 の ほぼ中央部 に土城状 の掘 りこみ が

あ るが,そ の性格 は把握 で きなか った。遺

物 (図 64の 9～ 15)は ,土 師器 では小形褻

が主体 とみ られ, ロクロ成形 の甕 もあ る。

須 恵器 は小破 片のみ で,内 外面 に タタキ ロ

を もつ甕 片 もみ られ る。灰釉 陶器 には広 口

壺 ,碗 があ る。平安 時代 後半 の住居址 で あ

る。

F

25o   28◎

図33 清水40号住居址
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(4) 中:  世

13号住居址 (図 14)

I調査区の南西端 にあって 3分の 1は 用地外

となる。ブ ドウ畑のため耕作 で荒 らされていた。

北 は11号住居址 を僅かに切 る。東西5.5π ,南北

推定 4π 余 となる不整形の隅丸方形,砂層 を20

∽掘 りこむ竪穴住居 である。主柱穴は 1こ 発見

されたのみで,は っきりしない。西壁の中央部

とみ る位置 にヘ ッツイを置いた とみ るマ ウン ド

が付 く。遺物 には紹聖元宝 (図87の 65)が あ り

広 口壺,す り鉢,皿,オ ロシ皿等 (図 66の 13～

17)の 中世 後半の陶器片の出土 をみている。

¬

図 34 清 水 41号住 居 址
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図35 清水42号住居址・土ナ広15号
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柱列址・柱穴群

06

190

柱列址 I(図 36)

I調査 区の方形 周

溝墓 Ⅲの西 2分の 1

にあ り,周 溝墓調査

の際 発見 され たため

柱 穴 を崩 して しまっ

た もの もあ り,そ の

調査 は不 十分 な もの

とな った。柱 穴 は砂

層 か ら黄 色粘 質土層

に掘 りこ まれ, 柱列

の配置 はい くつ かの

パー トをなす とみ ら

れ,ま た,建替,拡

張 もな され た とみ る

がヤ発 なす巴1屋 にいた

らなか った。遺 物

(図 65の 1)に は柱

穴 内か ら出土 した ,

良質 な蓋ナ不のナ不部 が

あ り,そ の他古墳時代 中期 の土師

器 片の 出土 をみ てお り, この期 の

柱列址 とラ子え ら才じる。

柱列址 H(図 37)

NQ28洵自墨各嗜し己、本たσ)5。 物 フに|こ 」2

び, 2間 × 2問 , または 2問 × 3

間の柱列址 とみ られ る。柱 穴 は砂

層 に掘 りこむ もの で,そ の配 置 は

やや不規 則 であ る。遺物 (図 65の

2～ 4)に は古墳時代 中期 の土師

器 の甕 , 高ナ不が あ り, 同時期 の上

師 片 は多い。柱列址 の東 に並 ぶ住

居址 と関連 す る高庫造 りの倉庫 跡

と考 え られ る もの であ る。

‘
　
　
り
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∞

|  “

く |  く
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◎ 23

◎

B◎

図37 清水柱列址 H
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柱列址 Ⅲ・Ⅳ (図38)

NQ26道 路中′しヽ杭の Jヒ 西 3.5π

に柱列址Ⅲ, 3π 隔てて柱列址

Ⅳがある。Ⅲの中央部 に土鉱 15

号が掘 りこまれている。Ⅲは 1

間× 2間 ,Ⅳ は 2間 × 3間 の柱

列址 で,柱穴は砂層か ら黄色粘

質土層 に掘 りこまれてお り,柱

列 は比較的整 った酉己置にある。

遺物 (図 66の 1～ 7)は Ⅲ .

Ⅳが同一柱列址 として調査 した

ため, その区別 は明 らかでな く

また同時期の ものである。土師

器 l三 はロクロ成形の力不があ り,

国分式の褻片は多い。須恵器の

長頸壺,灰釉陶器の碗があ り,

土錘, ノ ミとみ られ る鉄器片が

ある。平安時代後半の もので,

柱列址東に展開す る住居址群 と

関連 ある平安時代後半の一連の

掘立柱の建造物 とみ られる。

柱穴群 (図39)

方形周溝墓Ⅳ南周溝の南 3"

にあ り,南は 9号住居址 に接 し

てお り,西 は用地外 となる。南

Jヒ 9π ×東西6.5π の範囲に37こ

の柱穴が不規則に砂層 に掘 りこ

まれてお り, この中に僅かに高

くて堅いマ ウン ドが 6こ 発見 さ

れている。柱列址 とみ るものは

な く, その性格 は不明に終わっ

た。遺物 は小片のみで,弥生後

期 中島式 とみ るものが10数点 と

土師器の中期 とみ るが僅かにみ

られるが, これ らが柱穴群 と関

連す るかは不明である。柱穴群

の時期 は決めがたいが,古墳時

代中期 は下 らない もの とみたい。

38◎

39◎

26◎

柱列tL Ⅳ
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●

33◎

E

~027

1∞

ハ
鋭◎

鋭◎

「リ

柱列址  lI

◎28

3ro{

図38 清水柱列址 ⅡI・ Ⅳ
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土拡 0土器集 中城

(|)土  鉱

1号 から26号の土城 が調査 され た。 火葬骨 ,

骨灰 が検 出 され たの は 2土城 にす ぎないが
,

形状 ,遺物 の出土状 況 か らみ て大部分 が墓ナ広

とみ られ る もの で あ り, この 中, 1号 ～ 6号

の 1群,18号 ～24号 の 1群 をなす もの は墓城

群 と して把 え られ た。 各土ナ広につ いて は次の

表 に ま とめ,主 な遺物 につ いては後 に述 べ る

こ とにす る。

ど
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魃

図40 清水土鉱 1号 。2号・3号・4号・5号 。6号
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図42 清水墓 城群 (土鉱 18号 。19号・20号 。21号・21号・22号・23号・24号 )



土

城

ＮＱ

調
査
区

大 きさ(∽ |

南北 。東匹

深 さ

(οa)
形  状 主車由

‐
方lil 遺    物 . 考 時りUl

図
番
号

1 I 72× 8( 楕 円 形 N30° W 上層より中世陶器片 中世 ?

78× 107 N82° W

70〉く 90 N86° W

73× 85 N54° E

105)く 120 円 形 N56° W 宋 銭 4  破 片 2
(E]87`り 66-69)

6こ の石 を上 :こ 置 く
'石 の下 に頭 蓋 骨 中 世

73× 100 楕 円 形 N65° W 上層より中世陶器片 中世 ?

不  明 不 明 不 明 不  明 着 磐 糞 耳
国 分 式 (図 66の 8 方 形 周 溝 墓 I東 溝 調 査 で

発 見 .底 部 の み 検 出 平 安

75× 75 円 形 N10° E 土 師 器一 ロ ク ロ成 形 J不

(E]66ιり 9 )   多頁テま暑澤ナキ 15号住居址内にある 平 安

98× 84 楕 円 形 N21・ E 不  明

68× 115 N72° W 中世陶器片 上部に集石 中 世

55× 64 N77° E 平 安

70× 110 N76° W 中世陶器片 響重鎌信量幕ltに つく
中 世

62× 64 円 形 N22° E 土 師 器 一 国 分 式  須 恵器
(E]66`り 10-12) 火葬骨灰上部に 平 安

148× 128 不 整 形 な
楕   円

N13° W 上層より中世陶片 方 形 周 溝 墓 Ⅸの 主 体 部 と
」たお{ 中 世

110)く 160 橋 円 形 N60° W カ中
＞

器

６

師

・

±
５

(図 65の
古墳中

122× 120
な
形

形

方

整

九

不

隅 N30° E 不  明

Ⅳ 88× 110 楕 円 形 N82° E 中世陶片 中 世

V 315× 162 隅丸方形 N28° E 守帯甲旗鉾マ箇洗ぁ穐F _L部に西己石

68× 91 N60° い「

118× 55 な
円辮楕

不
長

N45° E 石 臼
ス リ

・９
砥

の
　
。

６６
片

図
チ

′
ヽ
パ

76× 45 不 整形 な
楕   円

N50° E 中世陶器壺底部片

62× 40 伐い掘
りこみ 楕 円 形 N62・ E 中 世 陶 器 片 一 ス リ 鉢

碗

170× 120 N60° E 中 世 陶 器 井十一 n■

'丁

ナ十

92)く  72 N48° E 「11壁 ?

160× 125 N42° E 土 師 器 中 期 褻 .石鍬 (図 65
の 7-9).± 11'器 片 多 し 古墳中

26 110× 80 N6° W 土師器中期片

清水遺跡土鉱一覧表

(2)土 器集 中拡 (図 43)

NQ14道 路中心杭の南東 10π ,NQ15杭 の北東10"の 位置 にあ り,東 1.8π で用地外 となる。南北 150"× 束

西190の の不 整形 な楕 円 をな し,黄褐色粘質土層 に深 さ55∽掘 りこむ土城 であるが,上層部 に土器 を集 中

して置いてある。土器 は土師器のみで,甕,高不,壺 (図 65の 10～ 17)があ り,特 に高杯 は図示 したのは

5こ であるがその破 片は多い。 また,打製石包丁 (図 65の 18)1こ の出土 をみている。褻 1こ と,高ナド2

46
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こがほぼ原形 をとどめ ていた

が,い ずれ も壊 され た状 態 に

あ り,祭祀 的 な性 格 の強 い も

の で,方形 周溝 Xと の関連 も

考 えな くてはな らない。土師

器 は古墳時代 中期 後半 とみ ら

才とる。

4 方形周溝墓
2.暗 黒色土

3.賞褐色粘質土

0            1m

方形周溝墓 はⅦ を除 き I～

Xを 発見調査 した。Ⅶ号 は I
図43 清水土器集中城

調査区の宅地跡に周溝 ともみ られるを発見調査 したが,宅地跡 と,36年災害のため荒れてお り,そ の確認

に至 らず終 った ものである。Ⅵ.Ⅷ号 は天竜川の浸蝕 により束は削 りとられ部分調査 であるが,方形周溝

墓 となるとみた ものであ り,V号 は北 と西側 はH調査区の氾濫により流 された地帯 で,深い砂層 となって

お り,遺構検出のなかった場所 であるが,溝の形態か ら方形周溝墓 となる可能性 は強い とみた ものである。

これ らの中には単 なる方形周溝だけの もの もあるとみ られるが,一応方形周溝墓 としてあつか うことに し

た。

方 形 周 溝 墓 I(図 44)

昭和49年度橋脚建設用地調査で南 。東周濯と陸橋の調査を行ない,主体部検出の調査をなしたが未発見

に終わった。50年度では北周溝と西周溝の約 2分の 1を 調査 したが,北 コーナー部は墓地のため調査不能

となった。

1.2π で天 竜 川の 川原へ と落 ちてい く先端部 にあって,南北17.5π ×東西 18π の隅丸方形 に周溝 をめ ぐ

らし,東溝の中央部 より僅かに南によって幅1.4π の陸橋 を もつ。 南周溝は方形周溝墓Ⅳの北溝 ともなっ

ている。溝幅 は1.lπ ～1.5π ,深 さ50～ 60の粘質黄砂土 に掘 りこむ。主体部 は発見 されなかったが,洪水

氾濫 によって削 り流されたもの とみ るが妥当であろう。遺物 は西 コーナー近 くの南溝 より多 くみ られたが

Ⅳ号の もの とみ られ,他には東 コーナーの上層 より不明鉄器 (図 87の I.H)の 出土 をみているが, この

つ     周溝 に関連 す る ものか は不 明 であ る。

Ⅳ号周溝 は雄 大 であ り,溝 内 よ りの遺物 も多いが, I号南 溝 と共 にす る範囲 は, I号周溝の規模 を保 ち

遺物 も西側 にみ られ た以 外 は皆無 とな る。 この点 か ら して, I号の後 にⅣ号 が構築 され た もの と推定 され

る。

方形周溝墓 H(図 45)

昭和49年度橋脚建設用地内調査 で発見 され,座光寺原式の 2号住居 llLの 南端部 を切 り,東溝は方形周溝

墓Ⅳの東溝 と平行 している。50年度調査 では宅地跡に大部分はかか り, コンク リー トと土台石 をブル トー

3

1.黒褐色土 (本炭多)



8 T111栂色上

9 帖質賞砂上

o               4m

図44 清水方形周溝墓 I・ 6号住居址
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1 灰 褐色砂土

2 晴褐色砂土

3 略 lll色 砂土

4 賞禍色土 (帖 質 )

図46 清水方形周溝墓Ⅲ・ 8号住居址

ザーで排除 しての調査 であ り,そ のためか, また宅地造成の際か周溝の西 と南は破壊 されたとみ られ,西 ,

南溝は浅 くなって消 えてお り,そ の規模 は不明であるが残存部か らみて 1辺 が推定10～ 12π の範囲に周溝

がめ ぐらされた もの とみ る。溝幅 は80～ 12o",深 さは20～ 30-ホ占質黄砂土 に掘 りこむ周溝 をもつ もので,

主体部 は破壊, または洪水氾濫によって流失 した もの とみ られる。遺物 は周溝内 より中島式の壺っ褻形土

器片 と打製石包丁 (図 84の 8～ 11)と 磨石多族とその未製品 (図 87の 16.17)の 出土 をみてお り,中 島期の

周溝墓 と推定 され る。

方形周溝墓Ⅲ (図46)

I調査区の堤防用地内に,方形周溝墓Ⅳの南溝 より14π にあ り, 7.8.9号 住居址 を切 って構築 され

ている。南北8.3π × 東西12.3π の隅丸長方形 に周溝 をめ ぐらし,南溝に陸橋 が付 く。周溝は幅80～ 100

の,深 さ30～ 45m粘質黄砂土に掘 りこんでいる。 さらに周溝の内側 に 2こ の陸橋 をもつ小周溝 (幅30～ 35

の,深 さ20～ 30の )が主体部 を囲んでいる。主体的 はほぼ中央部 にあ り,南北70"× 東西160"の 隅丸長

方形 をな し,内部 を楕円形 に掘 りくばめている。主軸方向 N52° Wを さす。主体部 よりの遺物 はな く,西

周溝 より中島式壺形土器片,横刃形石器,小形石鍬 (図 84の 1-5)の 出土 をみている。

方形周溝墓 Ⅳ (図 45)

I調査区の中央部 にあ り西は用地外 とな り,南溝に沿 って旧秋葉街道の道筋が残 っている。北溝東 2分

の 1は 方形周溝墓 Iの 南溝 と共 に し,東溝か らⅧ号の周溝が東に,南 コーナーを80"隔 ててⅥ号周溝が南

@zr 8e
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図45 清水方形周溝墓Ⅳ・ H・ V・ Ⅷ
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に向 っている。

1辺 が33π のほぼ正方形 に周溝 をめ ぐらす雄大 な方形周溝墓である。

西周溝は北側の一部 を除 き用地外のため未調査,東周溝の北側 2分の 1は 49年度調査 であったが,上層

にある 1号.3号 住居址の調査 で終わ り,寒波のため上解 けの泥のため周溝確認 に至 らなかった もので,

橋脚建設のため破壊 された。宅地跡が大部分 を占め, コンク リー トをブル トーザで景Jが しての調査の ため

また宅地造成のために上層は削 られ,旧秋葉街道面 との高距は75∽ を測 り,表層 を残す西の用地境の一部

では,20のの耕土,暗褐色砂± 15の,砂層15∽があって粘質黄砂土 となってお り, この粘質黄砂土層 を周

溝は掘 りこんでいる。

周溝は南溝で幅230～ 250",深 さ150∽ を測 り,南 コー ナー部 で一段浅 くな り,東溝は c一 d線 で 幅

250",深 さ90"と な り,北 にい くに従い狭 くな り,Ⅷ号分岐点 で深 さ120∽,M一 N線 では200",深 さ

100∽。北 溝の東側 2分の 1は I号南溝 と共 に し,幅 120∽ ,深 さ50～ 60∽ で I号 西 溝の発 す る付近 か ら

幅 と深 さを増 し,U― V線 では幅220∽,深 さ130い となる。西溝は北側の一部調査 であるが幅 180",深 さ

100"と やや規模 が小 さ くなっている。

主体部 はおそらく,周 溝の土 を盛 り上 げた中に造 られた とみ られ,洪水氾濫による流失, または宅地造

成 によって削 りとられたもの とみ られ る。

周溝内 よりの遺物の出土量は多 く,上層,中 層,下層及び底部 と層序 をな して出土 している。 (図 51・ 52)

遺物含有層 は上 。中 。下層 とも黒褐色砂土層― 図45の 周溝断面図の 3の 層 よりで,人頭大の石 が置かれ ,

周囲 には木炭,灰 を多量 に含み,パー トをな し,完形品 もみ られたが大部分 は壊 された状態の ものである。

上層の遺物 (図 67.68.74.76。 図87)は 土師器が主体 で須恵器片 2点 と臼玉,鉄器片の出土 をみてい

る。土師器 には壺,甕,高杯,増,碗があ り,特に高ネの脚部片は多い。古墳時代 中期後半 とみ るもので

ある。

中層の遺物 (図69～ 77.図87)に は土師器が主体 をな し,須恵器 はな く,弥生後期土器片の僅 か と,ガ
ラス小玉,石鍬,打製石包丁,鉄剣 1の 出土 をみ る。土師器 には大型壺,島 小型壼,甕,高杯,増があ

り,量は多い。複合 口縁 をもつ壺,甕,長頸壺,台付甕 もみ られ,古墳時代中期前半の もの とみ られ るが

前期後半の もの も含 まれている。

下層及び底部の遺物 (図78,79,図 87)は 弥生後期中島式後半の土器が主体 とな り,東海地方の土器 も

み られる。壺,甕,台付褻,高ま不,器台がある。石器の出土 は多 く,石鍬,有肩扇状形石器,打石斧,打
製石包丁,横刃形石器,磨石鏃がある。

Ⅳ号方形周溝墓の構築の時期 は,周 溝上層 にかか って 1.3.16～ 19号の古墳時代中期の住居址があ り

周溝下層及 び底部出土土器が中島式後半の土器 を主体 に し,東海地方の土器 を伴 ってお り,土師器の伴出

のない点か らみ ると弥生後期中島期後半 とみ られるものである。

周溝内の遺物出土状況 をみ ると石 を配 し,そ の周辺 で明 らかに焚火がなされ, ここに大部分が壊 された

状態 であ り,そ の多 くが高ナR増 の祭器であ り,明 らかに祭祀的 なイ予事が行'な われて きた跡 とみ ることが

で きる。

北周溝の東 2分の 1は , I号南周溝 と共 に し,そ の部分のみ周溝規模 は I号周溝の規模 その ままであ り

Ⅳ号周溝の雄大 さとは異なる。 この点か らみ ると, I号 が先 に構築 され, その周溝 をその ままに してⅣ号

周溝が構築されたと考えられる。また, I号構築後,時間的に大きな差あない時期にⅣ号が構築されたと

み るが妥 当ではなか ろ うか。
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方形周 溝墓 V(図 45)

方 形周 溝墓 Ⅳの西周

溝 よ り北西 4.3η にあ

り,南 は用地 外 とな り

僅 か 4.7π を調査 した

にす ぎず,北 は三角形

とな って消 えてい る。

これ よ り北 か ら西 にか

けては,H調 査 区の洪

水 7巳 濫 に よ り1甲 し

'充

さ

れ,さ らに 白砂 の深 い

堆積 とな る所 で,遺構

造物 の発見 の なか った

地帯 とな る。溝幅 190

",深 さ60",形 状 か

らみ て方形 周溝墓 とな

るもの とみ られ,洪水

に よる流路 とな って北

溝 は流失 した もの と推

定 され る。遺物 (図84

の 6・ 7)は 台付褻 の

台部 と弥生 後期 とみ る

褻底部 があ る。

方形周 溝基 Ⅵ (図47)

方形 周溝墓 Ⅳの周溝

南 コーナー を80"隔 て

南 に向 う。 発見 当初 は

イ頃斜 をもって南 に落 ち

てい く排 水 溝 とみ たが

/

ヽ  /

3 寅褐色砂土(16質 )     周溝断面図

6 略褐色土 (帖 質 )

7 鳳褐色砂土 (本 炭多 )

図47 清水方形 周溝Ⅵ 。20号住居址

A一 B線のやや北 より底部 は平 らとな り,溝幅 を増 し,遺物の出土 をみ るようになった。 A一 B線の幅

つ        200-, 深 さ100π とな り, Jヒ 端か ら11.5π で最大幅300-と な り, 東 と南 に向 う溝 に分れる。 再り者の溝は

直に天竜川の浸蝕崖 に切 られ,後者 は幅 210∽ ～250∽,深 さ110"の 有段 の溝 とな り,南 に向かっている

が10号住居址, トレンチH(図 4参照 )の 調査 では36年 災害の荒地 となってお り,溝の検出は不能 であっ

た。

南 と東に向 う溝が方形周溝 をなすか, またⅧ号の溝 とで方形周溝 をなすかは把握 できないが,天竜川浸

蝕崖の東側 にわたって方形周溝墓が構築 されていた もの と推定 され る。

遺物の出土状態 (図 53)は Ⅳ号 と同 じ状態で溝内部 より出土 し,そ の性格 も同 じとみ られ る。遺物 は上

層 (図80)よ りは土師器が主 であ り,須恵器醜 片 1点 があ り,土師器 は古墳時代 中期後半 とみ られ,褻 ,



高ナ

`,碗
,増があ り,量は少 ない。  中層の遺物 (図 80.81)は 多 く,土師器のみ とな り,打製石 包丁

が伴出 している。土師器 には,大型壺,複合 口縁 をなす壺,甕があ り,小′lЧ 壺,蒙,高杯,1‖
‐
があ り, 占

墳時代中期前半 と前期後半 とみ るものがある。自玉 (図 87の 15)1こ が検出されている。下層の遺物 (図

81)に は,古墳時代前期, または弥生時代後期 とみ る高杯,中 島式壺の頸部 があ り,石器 (図 83)は 多 く

粘板岩製の有肩扇状形石器,打製石包丁,砥石の出土 をみている。弥生時代中島式後半 に構築 された周溝

墓 と考 えたい。

方形周溝墓Ⅷ (図 45)

方形周溝墓Ⅳ東溝 より分かれ,一段 (Ⅳ 号 との差30")高 まって東 に向い,天竜川浸蝕崖 で切 られてい

る。 この東 に向 う溝が南に折れた場合 はⅥ号周溝 と結 ばれ,北 に折れれば独立 した方形周溝墓 を形成する

もの と推定 され る。溝幅 は200∽ ,K一 L線 では深 さ90∽ を測 るが, それ より東は旧水神橋の架線 を埋め た

跡にかか り十分 な調査 はできなかった。

遺物の出土状態 (図 52)は Ⅳ と同 じ状態で,そ の性格 も同 じとみ る。完全調査 できたのは2.7π の 間 で

ここに多 くの遺物の出土 をみている。 ここで注 目されるのは,Ⅳ号溝の中央部 か らⅧ号周溝へ と東 に直線

的に土器が並べ られて出土 したことである。

遺物 (図 82.83)は 土師器が主 とな り,須 恵器はみ られない。下層 より僅かに弥生後期座光寺式の褻片

中島式の壺 片 と打製石包丁 1こ の出土 をみている。土師 器には壺,小型壺,窓付土器,褻,高ナ不,鉢,増 ,

小形甑の出土 をみ,古墳時代中期後半 とみ るもの を主 とす るが,中期前半 。前期後半 とみ るもの も出土 し

て い る。

図53 清水方形周溝Ⅵ遺物出土状況
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周溝墓構築時期 は問題であるが,Ⅳ号周溝 よリー段高 く東に分かれ,Ⅳ 号周溝中央部 か らⅧ号へ と並 ぶ

土器の出土状況はⅣ号 より後に祭祀の行 なわれたもの とみ られ,Ⅳ号構築後,時間的 な大 きな差のない時

期 一 弥生終末期 までには構築 された もの と受 け とめたい。

方形周溝墓Ⅸ (図 48)

Ⅲ調査西,NQ25道路中心杭の西2.3π に東周 溝 があ り,37号 住居 l■ を切 って構築 されている。北 コーナ

ー より西 10π か 'ら 西は一段低位 とな り,か つては大 きな湿地帯であった とみ られ る。 また北 8π で一段低

い氾濫原の水田地帯 とな り,水神残丘面の北西の先端部 にある。

南周溝は用地外のため一部調査 となるが,南北11.2π 東西H.5π の隅丸方形 に周溝 をめ ぐらし,東隅 に

幅1.5π の陸橋 をもち,周 溝は東で幅100",深 さ50の,北 と西で幅130～ 150",深 さ60",粘質黄砂土 に

掘 りこむ ものである。主体部 はほぼ中央部 に 1.2の 2こ が並 び,そ の東側 に土城 14号 がある。主体部 1

―

は南ヨヒ88∽ × 東西 138のの隅

丸長方形,主軸方向 N32° Wを

さす。 主体音ド2は 南北98-×

東西135の の隅丸長 方 形,主

軸方向 N35° Wを さ し,深 さは

ともに20-前後であるが,上

層の黒色土 を削 って検出 した

ものであ り,周 溝の上が高 く

盛 られていたもの とみ る。

遺物 は,主体部 1と 周溝 よ

り出土 をみている。主体部 1

の遺物 (図 87の 18～ 57)に は

なえ る二年 こが検出 され, 2

こは砕 けていた。主体音卜を南

北 に二等分す る西側の中央部

に25× 20∽ の構円形 に輪 をな

して出土 をみ た。(図48)首飾

りとみ る位置 であ る。 ガ ラス

玉 はメL玉 18, /1ヽ玉 22が あ り,

丸玉 は濃 いブルーー 色 であ る

が,小玉 はプルー系 を主 とす

るが, 涯コ炎が あ り, 2.3こ

は硬玉 とみ られ る もの が あ る。

周溝の遺 物 (図 84)に は弥

生 後期 の土器 と石器 が あ る。

土器 は中島式の壺 ,褻,高ナド

が あ り,東 海地方 の器 台 。高

J不の脚部 が あ る。石器 は多 く

f・d tt101面 図

Ｑ
じ

，
ノ

―

◎……下 層

○……中 層

図49 清水方形周溝 X西周溝



大形の石鍬 があ り,石鍬,有肩

扇状形石器,靴形石器 。有挟石

器 ,打製石包丁等がある。

方形周溝墓 X(図 49.50)

V調査区,現国道 152号 に 沿

ってあ り,調査 したのは西周溝

と南周溝の一部である。清水上

段段丘面の先端部 にあ り,東は

緩い段丘崖 とな り,お そ らく東

溝の一部 はこの段丘崖 によって

削 られたともみ られ るが用地外

となってお り,北溝 も用地外の

ため調査不能。南溝は土盛 りと

水道管のため一部調査 に終わ り

西 コーナーは現国道の道路敷 と

なっている。北 コーナーは用地

外であるが,他の周溝内遺物出

/

)

図50 清水方形周溝 X南周溝・ 43号住居址・ 土城 25号・ 26号

土例 か らみ ると用地境 を僅かに入った所 にあるとみ られ る。西溝で推定す ると南北 は35π 近 い辺 をもち,

地形的 に東西方向は短か く,長方形 をなす方形周溝墓 をなす もの と予想 され る。

周溝は,西溝は平 らな地形 にあ り,溝は安定 している。幅 130～ 200",深 さ50"前後で,粘質黄褐色砂

土層に掘 りこんでいる。北 4員 1よ り多 く遺物が集中 して出土 をみた。南溝は地形 に そって傾斜 してお り,水

の流れた跡 を残 し,特に国道 ぎわは幅 7π あ り,雨水の流れによって原形 は崩 されているとみ る。 a一 b

線で安定 を示 し,北 4員 1は 段 をもつ掘 りこみ をな し,幅205の,深 さ80"粘 質黄褐 色砂土層に掘 りこむ。そ

の東側上層 には古墳時代中期の43号住居址がある。

遺物 (図 85.86)の 多 くは西溝北側 に集中 してお り,そ の周辺 には木炭 を含む。Ⅳ号 でみ られた状態に

近 いが,溝が浅ぃ ためか明 らかな層序 をもつ出土 はみ られなかったが,図 49.50の 断面図にみ る 3・ 5層

より出土 をみている。遺物は土師器 と石器 で,南溝の国道 ぎわの浅 い所 より土偶頭部 (図 87の 63)の 出土

をみている。縄文時代 中期の もの とみ るが,特徴 ある顔 をな している。

土師器は古墳時代中期が大半 を占め,壺,小壺,台付甕,高ナ不,ltrがぁ り,下層出土には前期後半 とみ

るものがある。石器は多 く,石鍬,有肩扇状形石器,横刃形石器,打製石包丁があ り,凹石 1こ の出土 も

みている。 はっ きり弥生時代 とみ る土器 はないが,多 くの出土石器か らみて,構築時期 は弥生後期後半 と

考 えたい。 多 くの土師器の出土状況か らみてⅣ号 と同 じ祭粛巳的 な性格 を強 くもつ もの とみ られ る。

土偶頭部,凹石の出土 は清水上段段丘面上 に縄文時代中期の遺構の存在 を示唆す るもの と思われる。

: 帖=L(掲 色)

2  ″ (砂 i■ り褐色 )

4 滋れ込み (砂 混 り)

5 灰栂色砂土

6 粘質賞IS色 砂土

ЧΩ



水 路 址

水路址 |(図 6)

m調査区西,NQ24道 路中心杭の北 5π にあ り,人頭大の石 を並 べ,配列の南側 は白砂 で,水の流れ を示

す。列石 は北の用地外の水田造成の切 りとり面 にみ られ,直線 に長 く続 くもの とみ られ る。 白砂 に混 り,

列石中か らも平安期の須恵器,土師器の小片がみ られ,平安時代の水路 l■ とみ られ る。

水路址 2(図 7.図 3)

Ⅳ調査区,第 4ト レンチで発見 され,NQ21道 路中心杭北 lπ にある。地表下60の に石 を両側 に配 し,東

西方向に向 く水路 l■Lで水 を通 した跡 をはっきり残 している。調査 中,両側の水田よりの水の流 入で一部調

査 に終 っている。平安期の須恵器,土師器の小片が数点あ り, この期 に構築 された もの と考 え られ る。

(2) 物

弥生時代後期

弥生時代後期の遺物 は大別す ると座光寺原式 と中島式の 2時期がある。

(1)座 光寺原式  2号 。10号・38号住居址がこの期 とみ られ るが,38号以外は出土量 は少な く, この期 と

は決定 しがたい ものである。

38号住居址の遺物 (図 56の 10～ 23)に は壺形土器 は16の 1点のみであるが,褻形土器 には10の 底部 の一

音卜を欠 くが完形があ り,11～ 15に み るようιこ,回 縁音5は くの字状 に外反 し, 文様構成 は糸田かい

'皮 '大

,こ と斜行

短線文 を組み合わす座光寺原式後半 とみ る土器群 であ り, また13の 無文の緩いカープで外反す る日縁 をも

つ もの,17の 台付甕 もみ られる。石器 には打石斧の19.20と ,21の 小形の有肩扇状形石器,22の 打製石包

丁,23の 磨石鏃の未製層:が ある。 2号住居址出土 (図 54の 1～ 7)の 土器 は褻形土器片のみであるが,打

製石包丁 2こ の出土 をみている。

(2)中 島式前半 4号 ・ 5号・ 8号・ 9号 。15号・25号・28号 。37号住居址がある。 いずれ も遺物の出土

量 は少な く, この中,主な住居址の遺物 について述べたい。

4号住居 l■ (図 54の 4～ 9)で は, 4の 欠山式の台付褻 があ り,甕 。高 J不 脚部 と壷形土器片があ り,石

器の出土 はみ られなか った。

9号住居址の遺物 (図 54の 28～ 33)壺 。甕・台付褻 。高ま不・器台がある。28の 壺 は頸の大い類形 で立上

り口縁はやや斜行 し,座光寺原式の伝統 を残 している。29の 台付褻 は回唇部 と台部 を欠 くが無文,高不の

31は 欠山式のよ不部の大 きなものであ り,30の 器台は脚部 を欠 くが,1不部 は 1孔 をもち, 国縁 は直行 して開
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いている。石器の出土はみ られなかった。

25号住居址の遺物 (図 56の 1-7) 1・ 2の壺の 回縁部, 3の 褻の破 片, 4の 底部 があ り, 5の 器台

脚部 は東海地方の土器で,横走線文 と禾本科植物の細 い紐 を押捺 した斜行線文 とで飾 るものである。石器

の 6は 片面 を磨 いた横刃形石器 で石包丁 として使用 された もの とみ る。 7は 大形の縦刃形石器 である。

37号住居 l■ の遺物 (図56の 8・ 9。 24)8の壺形土器は胴下部 を欠 くが整った形をなし,胴 部 は球状 をな し,

頸部 は しまって口縁部 は強 く外反 して開 く。肩部 には 6条 の櫛状器具 による横走文 が 2段 につ き,そ の間

を細かい波状文 が,頸部 は櫛箆 による整形が施 され,口 唇部 は斜めの刻みがつ き,口 縁部内面 は禾木科植

物の細 い紐の押捺による綾杉文 がめ ぐる。寄道式の伝統 を引 きつ ぐもの とみ られ, 9の 褻形土器 は口唇部

に針 行の刻lみ をもち,櫛箆 による斜行の整形が内外面 に強 く施 されている。両者 と も東海地方の土器 で,

飯田地方では初見 ともいえる土器である。24の 紡錘車があるが,他の石器 はみ られなか った。37号址 を切

る方形周溝墓Ⅸの周溝内 より多 くの石器 (図 84の 18～ 36)の 出土 をみているが,本址 に関連す る石器の存

在 も考 えられる。

方形周溝墓Ⅸの周溝内の土器 (図 84の 12-27)は ,37号住居 l■ と時間的 な差 は少ない とみ られ,壺,褻

高ま不・器台脚部があ り,器台脚部 は東海地方の土器 であ り,37号址の壺の施文様式 と同系列の ものである。

主体音卜出土のガラス玉 (図 87の 18～ 57)に は九玉 18こ ,小玉22こ があ り:丸玉 は濃いブルー,小玉 はコパ

ル トブルーであ り,周 溝内出土土器 よりみて,中 島期の もの とみたい。

28号住居 l■ の遺物 (図55の 16～ 26)に は,土器には21の 壺片があ り,19・ 20の 褻片には座光寺原式 とみ

られ るものがあるが,16の 褻 は当地方 では初見であ り,一 見土師器 ともみ られ る。 白っぱい胎土で貯蔵穴

よりの出土 である。17の 高ま不,18の ltrは 東海地方の土器 とみ る。石器には23～ 25の 有肩扇状形石器 と26の

打石斧の出土 をみている。

(31中 島式後半  7号 。11号・20号住居址 があるが,遺物の出土量はいずれ も少ない。 7号住居址の遺物

(図 54の 13-19)の 褻形土器 13・ 14は 無文 とな り,日 縁部 は折れ るように強 く外反 し, この期の特徴 を示

す もので, これに伴 う石器 に15～ 19の 打製石包丁があ り,打製石包丁の材質が一般的 に硬砂岩 であるが ,

18・ 18は粘板岩製 である。

方形周溝墓Ⅳ周溝下層及び底部出土の土器 (図 79)は 中島式後半 を主体 とし,壺,甕,高ナド,器台があ

る。 これ らの中には 8の座光寺原式の甕があ り,中 島式前半 とみ る要素 をもつ もの も小片中にはみ られて

いる。 壷 については明確 にはいえないが, 褻形土器 には 1の 波状文 と斜行短線文の組み合わせ をみ るが

21の 波状文 だけの施文, 2・ 5・ 22の 無文 となるものがあ り,い ずれ も回縁部 は折れ るような強い外反 を

示 している。 6・ 7の S字 口縁 をなす欠山式の台付褻,10～ 12の 高 J不脚部, 9の 器台 もそれ と同系列 とみ

られ る。 16・ 20の 小形壺形土器 は中島遺跡15号住居 に類例 をみ る。18の 小形壺 は大形増 ともみ られ,長頸

となる。 これ らは伊那地方における弥生終末期の土器群 として把 えたい。

同周溝内出土の石器 (図 78)は 多 く,石鍬,有肩扇状形石器,有扶石器,打製石包丁,横刃形石器,打

石斧,敲打器がある。石鍬 1・ 2・ 4。 22・ 32は 有肩打石器 というべ く,柄 を付着 させ る部分 に深 い挟 り

をもち,刃部幅 を広 くとっているところに特徴がある。砂質の本遺跡に適応 した農耕具 とみ る。打製石包

丁 は29こ の出土 をみているが,両側 に僅 かな挟 りをもつ米且雑 な作 りの ものが多 く,18・ 43の 挟 りをもたぬ

が石包丁 とみ るもの もある。



古 墳 時 代

古墳時代の遺物の出土量は多 く,特に方形周溝墓 Ⅳ oⅥ ・Ⅷ oX号の周溝内 よりの遺物 に注 目され る。

住居址出土の土器の多 くは和泉期 とみ られるが,前期後半の住居址 に16号 。18号住居址があ り,そ の遺物

の出土量 は少ない。周溝内の遺物 は弥生終末期か ら古墳時代前期 。中期 にわたって層序 をな して出土 をみ

ている。                                           。

(|)古墳時代前期 方形周溝墓周溝下層及び底部出土の図79の 6・ 7の S字 口縁 をなす台付褻,10～ 12の

高ま不脚部等 は飯 田地方 では弥生後期の中島式 と伴出 してお り,弥生終末期 とみてヽ 41が ,古墳時代前期前

半の範噂にはいるもの ともみ られ る。

方形周溝墓Ⅳ・Ⅵの周溝中層下部 か ら下層の土器 は前期後半 とみ られ,図 69の 1。 3の 大形壺・褻,図

70の 1・ 2,図 75の 2・ 7,図 80の 14の 有段 口縁 をもつ壺 があ り,最大径 を肩部 に もつ。図76の 8・ 9の

壺 は外上部 にのびる直行 口縁 をもち, 8は 平底, 9は 丸底 であ り,図 75の 1も 同 タイプ とみ るが胴下半部

を欠 く。図81の 22は 大形増 ともみ られ,同系列の ものである。図69の 2の大形壺 はやや袋状 をな し外反す

る口縁 をもち,最大径 は胴下部 にある。

台付褻 (図 75の 6)の 胎土は白っぼ く,精選 されてお り,櫛箆 と細かい刷毛 目調整が施 されている。高

杯 には図73の 1, 72´)7の 脚音卜は八の字 ,大 に開 く もの, 図73の 3は ふ叩音Бが1ド音Бよリメ(き く, 器

`)と

も`み
る

もの, 2・ 4の 脚部が直線的 に下 りるもの,図 75の 12,図 81の 26に み るような脚裾部 がラッパ状 に開 くも

のがあ り,図 77の 14・ 15の 脚部 に有孔の もの もみ られ る。図86の 3は 1不部のみであるが,段 をもって開 く

深いま不部 は特徴がある。図81の 11・ 14の 器台脚部,増では図77の 18,83の 9・ 20が あ り,20は 平底 である。

(2)古墳時代 中期  16号 。18号住居址 を除 く古墳期の住居址 は中期 とみ られ,方形周溝墓Ⅳ・Ⅵ・Ⅷ oX

の周溝内上層 。中層 よりの遺物 は多量で,そ の主体 をなすは中期の上師器 である。図65に み る柱列址 I・

H,土 拡 15号・25号,土器集中城の土師器 も中期 である。

最 も土器出土量の多かった方形周溝墓Ⅳ南周溝例 でみ ると,上層出土土器 (図 67・ 68)は 中期後半の土

師器が主体 で,壺 (図 67の 6・ 8)の 底部 は大 きく安定 し,褻 (図 67)は 胴部 がやや長 く, 1・ 3は最大

径 が肩部 に, 2・ 4・ 5は 胴下部 にあるものがある。甑に図67の 10の 鉢形単 7し,図 68の 31の 多孔があ り,

10の 甑 は内外面 とも櫛状器具 による調整痕 を強 くもつ。高すド (図 68)は 脚部の大 く広が りをもって裾部 に

いたって開 くものの多いのがめだつ。碗形 は図68の 19～ 26の 出土 をみているが,周 溝中層 よりの出土 はみ

られな くなっている。

また,増 は図68の 28の 1こ のみ,30の 須恵器醜の出土 をみている。上層の土器 と周溝中層出土土器 との

間には明 らかな差違 がみ られ る。壺・台付 。壺 。小形壺・褻 。台付甕 。器台・鉢・増 と ミニチ ュア土器が

ある。壺・甕 は胴部 は球形 とな り,底部 は小 さ く::ヽ 安定 である。図70の 2の 壺の胎土は白 く,整 った作 り

の もので,当地方の土器 とはみ られない。 6の壺 は肩部の張 りか ら胴部 にかけて弧の少ない線 で下 りてい

るのは図69の 1の 大形甕 と類似す る特徴 あるものである。高ナ不はナ不部 に弱い稜 をもち, 日縁部 は直線的 に

また僅かな弧 をもって外反す るものが多い。脚部 は上部 にややお、くらみ, 一 ま卜との接合の際の圧痕 とみ

60



，
　
　
゛

る ― をもってほぼ直線的に僅かに開 いて下 が り,裾部 は角 をもって開 き,比較的小 さい ものが多い。 lll

はいずれ も小形九底で,手づ くね手法によって製作 された ものが多 く,胴下半部 に指圧痕 を残 している。

これ らの中で図74の 21は 胴部穿孔の本遺跡での唯一の ものである。鉢形土器 は僅かであるが朱彩の もの も

み られる。

方形用溝墓Ⅳ南周溝例 と他の周溝出土土器 とは出土量,器種の多少はあるが土器 には差 はない。周溝墓

用溝出土土器中,特殊 な もの を上 げると,Ⅷ号出上の手焙形土器 (図 82の 6),Ⅵ 号出上の手づ くね土器

(図 81の 18),Ⅳ 号南周溝出土の ミニチュア土器 (図 73の 27)が あ り,図 73の 21の 小形壺 は精良な胎土・

焼成で仕上 りの良好な均整あるもの として注 目される。

これ ら中期土師器の製法は,輪積手法が大半 を占め,小形土器 には手づ くね手法 によるものが多い。胎

土は一般的 に長石粒,石英粒 を多 く含み,焼成 は堅 く,赤褐色,淡褐色 を呈 し,整形 に刷毛 が多用 されて

いるものが多 くみ られ る。 白っばい胎土で,長石粒,石英粒 を含 まず,焼成のやわ らかい非実用的,祭祀

白勺とみ るJ二 器が僅かに含 まれている。

古墳時代中期の住居址 (1・ 3・ 12・ 14・ 17・ 19。 21・ 22・ 24・ 26・ 43号 ),柱 列址 (I・ H),土 城

(15。 25号 ),土 器集 中城出土の上器 は21号住居llL,土 城集 中鉱 を除 き量的 に少な く,前半期 。後半期 と

み るものがあるが,明確 にいえるものは少ない。 これ らの中, 1号, 3号,24号住居 l■,土器集 中城 より

打製石f包 丁 を, 3号 。19号住居 l」Lよ り有肩扇状石器 を伴出 している。それ らが混入品か, この期の土師器

に伴 うかは不明であるが,方形周溝墓Ⅳ周溝内中層 より中期土師器 とともに打製石包丁 (図 78)の 多 くの

出土 をみてお り, これ ら石包丁が粗雑 な作 りであることも今後の検討課題 である。

21号住居址出上の土師器 (図 59の 1-7)は セ ッ トとみ られ,中期後半 とみ る。大形褻 。小形褻・曽民・

碗の出土 をみている。大形裂 には最大径 を肩部 に もつ 1,胴下部 に もつ 6が あ り,胴はやや長 くな り,底

音卜は′
lヽ さ く, 1は メL底, 2は ユIZ底 であ り, 11ま X,大の亥りF口 を もち, 両者 とも賞鋳調整。 ノlヽ形褻 2 ・ 3は底音ド

は大 きく平底で,ず ん ぐりしている。 5の 曽民は挿 入のオ巴手 をもち注 目され る。

須恵器の出土 をみたのは,26号住居llL(図 58の 23)と ,柱夕1址 Iの 蓋 l卜 のま不部 (図 65の 1)の みである。

26号址の須恵器 は図示 では立 っているが横 になるもの とみ る。大形腺 ― 俵壺 とよばれ るもの とみるが不

明。 日縁部接合部 で離れ疑似 口縁 をな し, この まま使用 された とみ る。柱

'1址

Iの 蓋ナトは胎土 。作 りか ら

みて陶邑窯産 とみ られ, ともに中期後半 に伴 うもの とみ られ る。

土器以外の遺物 玉類 には方形周溝墓Ⅳ周溝_L層 よりの石製模造品の自玉 (図 87の 3・ 4・ 8・ 9。 10

11・ 13)は一而 は磨かれ,て いねいな作 りである。中層 より小玉 (図87の 5。 7), ガラス小玉 (図 87の

6)。 21号信1居上」1の ガラス小玉 (図 87の 61)が ある。10号住居 l■上層 より石製模造品の 2孔の有孔円板 もみ

られ る。

鉄器 (図 87)方形用溝墓Ⅳ周溝の鉄剣 (図 87の 1)は 中層出土で,先端部 を欠 くが,身丈 は短か く弥生

j馴 の もの とも考 えられる。12の 鈍, Iの 大刀の鍔,Hの 不明鉄器 (10号 l■上層出土 ),60の 2号住居 l■ 出

土の鉄器片がある。青鋼器 に10号士止J二層 より有孔円板 と伴出 した図87の 58が あるが,そ の用途 については

不明である。



平 安 時 代

平安時代の住居址14,柱列 l■ 2があ り,前半期 とみ るものに23・ 27・ 32号住居llL,後 半期 に 6・ 31・ 35

・40・ 42ずチt主 居社■, 糸冬ラに引明に30・ 33・ 34・ 36・ 39・ 41ザナtLttll■ とホ主夕ll■ III ・ IVが ある。

前半期 は土師器 では褻が主体 で碗・ lfNは み られない。須恵器は美濃須衛窯産 (図 60の 3,図 61の 4・ 5

。7)と み る胎土 と作 りの良 い もの と,地方産 (図 60の 4,図 61の 6・ 8)の 胎土の荒い粗雑 な作 りの も

の とがほぼ同比率 でみ られ,灰釉陶器 はでてこない。

後半期 にな ると灰釉陶器がはいって くるが量は少な く,灰釉の十分 にかか る良質な ものがみ られ る。須

恵器 は地方産が主体 とな り,美濃地方産が混 っている。土師器 は国分式の褻が主体 で小形褻が多 くロクロ

形成 (図 67の 7)の 甕 もみ られ る。

終末期 には33・ 34号住居 l■ (図 62),41号住居址 (図63)よ りの出土量は多 く良好な資料 を得 ている。

土師器では国分式の甕 と共に鉢形 に近 い輪積形成の粗作 な作 りの器壁の厚 い褻 (図63の 1・ 2)と ,鍔釜

(図 62の 6・ 図63の 6)が ある。 また黄赤色 を呈す ロクロ形成の焼成のやわ らかい小形皿,口 台付碗 が多

くみ られる。灰釉陶器の碗・皿の量は多 く,外面の釉 は上半部 にみ られ るのみで,中 津川系が大半 を占め

る。特殊 な ものでは耳皿 (図 62の 23),猿 投窯の段皿 (図 63の 17)がある。須恵器 は地方産の褻・ナ不が僅か

にみ られる。

平安期の鉄器 には柱列址Ⅲ oⅣ の ノ ミ (図 66の 7),41号址の鉄鏃の茎部 (図 87の 64), 6号 址の釘

(図 60の 23)が あ り,そ の他小破片数点がみ られた。古銭 は41号住居 l■ より皇宗通宝 (1039年 宗仁宗 )の

出土 をみて注 目され る。土製品には柱列址Ⅲ・ Ⅳ出土 (図 66の 6),41号址出土 (図 63の 23)の 土錘があ

る。

中世 の遺構 には13号住居址,土城 5号,墓城群 Hの 土城 18・ 20号 よ り遺物 の出土 をみ て い る。 13号住居

址 の遺物 (図66の 13～ 17)に は広 口壺 。皿・ オ ロシ皿・ ス リ鉢 が あ り,紹聖 元宝 (1094年 宗 哲元 )の 出土

をみ てい る。土鉱 5号 (図 87の 66～ 69)よ りは古銭 6こ (2こ は壊 われ てい る)の 出土 をみ,皇 宋通 宝

(1039年 宋仁宗 )。 紹聖 元宝 。大観通宝 (1004年 宋真宗 )・ 不 明 1こ と皇宋通 宝 片 2こ 体分 が あ る。 上城

18号 よ りは ス リ鉢 片 (図 66の 18),土 城 20号 よ り石 臼 (図 66の 19)が出土 してい る。石 臼は安 山岩製 の上

自で古 い タイプの もの であ る。

遺構以 外 では I調査 区 。Ⅲ調査 区上 層 よ り中世 陶器・ ス リ鉢 。天 目茶碗 。青磁碗・ 山茶碗 。常 滑褻 ・志

野皿等の破 片がみ られ, スズ リの破 片 もあ る。 かつ て この地 は城端 と呼 ばれ た松 尾小笠 原氏の天竜 川対岸

の知 久氏 に備 えた防御 の地 であ った こ とが うかがわれ,出 土遺物 か らみ て有力 な小笠原家 臣団 の居住 の跡

が あ った と予 想 され る。
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織文時代の遺物 では図87の 63の 土偶頭部がある。後頭部 を欠いてお り,中期末, または後期初頭 とみ る

ものである。方形周溝基 X南溝の現国道境 で出土 してお り,一段高位にあるV調査区には縄文期の遺構の

存在が予想 され るところである。



とまV

清水遺跡は東は天竜川に接 し,東端部 は氾濫によって削 りとられている。飯田地方の最低位 に立地す る

遺跡で, V調査区の一段高 い段丘面 を除 き天竜川の大氾濫の影響 を数次にわたって受 けてお り,深い泥砂

の堆積 を示す場所,洪水の流路 とな り砂の堆積 となって遺構 を残 さないH調査区があ り, また天竜 川に而

す I調査区南 は表層が削 り流 されているように地形的変化が多 くみ られ, このため調査 には苦労 を重ねた。

本遺跡の調査 は遺跡全体か らみると堤防用地内の天竜川に沿 った 100π ×50π の東端部 と遺跡の北側 を

東西 に道路用地内 450π ×15π の部分的 な調査 であったが,住居址 では弥生後期 15,古 墳時代前 。中期 13,

中世 1があ り,柱列址 4,方形周溝墓 または方形周溝 となるとみ るもの 9,土城26を 検出調査 している。

古墳時代後期の遺構 は発見 されなかったが,地形的 にみて当然その存在は予想 され, また対岸 にある天

竜川に接 した同位面 にある飯田市下久堅川原遺跡では縄文後・晩期の資料が多 くみ られ,弥生 中期恒 川式

の住居址 も発掘調査 されてお り,本遺跡において もそれ ら時期の遺構 。遺物の存在 は否定 できない と思わ

れ る。

本次調査 において特 に注意すべ きは方形周溝墓 とその周溝内の遺物のあ り方 である。方形周溝墓群構築

時期 は,周 溝底部 よりの遺物が弥生後期 中島式の土器 と石器 であ り,周 溝上部 につ くられている。住居址 が

古墳時代前 。中期 であることよりみて弥生後期中島式後半 であると考 えたい。方形周溝墓 Ⅳは 1辺 が25π ,

最大幅2.4π ,最深部1.5π の周溝 を方形にめ ぐらす巨大 な方形周溝墓 である。周溝内側 は移転家屋の跡 で

コンク リー トをはが しての調査 であ り,宅地造成の際 に破壊 されたか,あ るいは洪水の際 に削 りとられた

ものか,主体部の発見はできなかった。

方形周溝墓 I号 が最初 に構築 され,Ⅳ号が I号の南溝 をその まま利用 して規模 を拡大 して構築 され,そ

の内側 に L字状 にH号が,東溝 よりⅧ号,南溝隅か ら僅 か離れてⅥ号が構築 され, この二者は天竜川の浸

蝕 によって削 られ不明であるが,一つの方形周溝墓 を形成 した もの ともみ られ る。一段高 い段丘面の先端

部 にあるX号 は西溝 と南溝の一部調査 であるが,東側 は天竜川の洪水浸蝕 を受 け, また上層部 は地形的 に

みて削 りとられた もの とみ られ,そ の規模 は十分 に把握 できなか ったが大規模 の もの と推定 され る。

I号・皿号・Ⅸ を除 き周溝内の遺物量は多 く,特 にⅣ号南溝に多 くみ られ, その出土状況 を把握す るこ

とがで きた。

周溝底部 には弥生後期の土器 と石器の出土 をみているが, これは別 とし,上層 。中層・下層 と層序 をも

って出土 している。 その遺物含有層は黒褐色砂土で,そ の間は黄褐色砂土 となってはっきり区別 している。

遺物 はパー トをな し,そ こには人頭大の石が配 され,木炭,灰 を多量に含み,大部分が壊 された状態で出

土 をみている。土師器が主体 で,上層は古墳時代 中期後半 に僅かな須恵器 を伴 ってお り,中 層は古墳時代 中

期前半,下層 は前期 と弥生終末期の土器 を伴 っている。土自T器には壺 。甕・高 J卜・堆が主 であるが,特 に

高ナト・増の量 は多い。石製模造品の自玉・ガラス小玉 が混入 してお り,火 を焚 いた とみ る木炭 。灰 を多量

に含む層,壊 した状態の土器,パー トをな しての出土状況,祭器 とみる高ま不・増の多量の出土 は, そこに

は祭祀的 な行事が行 なわれて きたもの と推定 される。

巨大 な周溝墓 を築 いた地域の大権力者への墓前祭, または天竜川に面す位置か ら水神の祭 リ ー 大洪水
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への祈 り,雨乞の祈 リ ー がここに行 なわれた もの とも考 えられ る。

用溝内出土の上師器 は数 多 く,飯 田下伊那地方の土師器編年の貴重 なる資料 で,壺・甕 には地方色 を多

分に もち,周 溝内出土状況 とともに今後の究明 さるべ き課題 である。 またこれ ら土師器 とともに打製石包

丁の数 多 くが周溝内,住居 llL内 より伴 出 している点 も研究課題である。

方形周溝墓Ⅸ主体部 より42こ (2こ は砕かれていた)の ガラス玉 の出土は注 目される。 またⅣ号周溝内

出上の鉄剣・飽 。大刀の鍔,10号址上層の用途不明の青銅器の出土等の遺物,巨大 な周溝墓の構築か らみ

て, この地域 に大権力者の存在が推定 され,そ の発生 をみた清水遺跡 を支 えた生産基盤は何 であったであ

ろうか。先ずあげ られ るのは,Ⅳ調査区の湿地帯 と,遺跡 をはさむ南西 と北束の広 い氾濫原である。 これ

らの地帯 は ともに天竜川の氾濫堆積の肥沃 な土壌 をもち,段丘崖下の湧水 と,小河川の利用 も比較的容易

な地域 であ り,生産性 は高 く,現在飯田地方 における反当最高収量 をもつ米作地 であ り,集落 をなす地域

も氾濫堆積 による肥沃な土壌 は畑作物の好適地 として知 られている。旭松工場面か ら北 に続 く段丘面 には

弥生中jUl初 頭の標準遺跡である寺所遺跡があ り,飯 田地方 における最 も古 くか ら農耕文化 をもった地域の

一つで もある。

5世紀後半の眉庇付冑の出土 をみた妙前 3号古墳 をは じめ,松尾地区は隣接の竜丘地区 とな らんで飯 田

盆地 における古墳密度の最 も高 い地域 であ り, これ ら古墳の成立は肥沃で水利 をもつ生活基盤 を背景 に し

ていたか らであろう。

平安時代の水路址の存在,多 量な灰釉陶器の出土 をみた住居址の存在,中世遺物 にみ る良質 な陶器片・

常滑変片等, この地の生活基盤の強 さを物語 るもの とみ られ る。

遺跡の西の台地上 には信濃の守護小笠原氏の本拠松尾城跡 と鈴 岡城跡があ り,天竜川対岸 には知久氏の

本拠であった知久平城跡がある。小笠原氏が対岸知久氏 に対する天竜川の備 えをもった地 として,城端 と

呼ばれ る地名がここに残 っている。 その遺構 は発見で きなか ったが,良 質な中世遺物の出土,地形的 にみ

て も,そ の防御の地であったことは推定 できる。

付 近世 にはいってか らは秋葉街道の船渡の場 として交通の要所 とな り,明 治42年 に最初の水神橋 が吊

橋 で架橋 され,昭和 7年 に現在の鉄橋 とな り,現在新水神橋架橋のための工事が進め られている段階であ

る。

本次調査 は遺構,遺物両面 で多 くの課題 をもち,十分 な研究,検討のなされない段階 で報告書発行の期

限にせ まられ,執筆 をよぎな くされたものであ り,大方の ご批判 。ご教示 をおねがいいた したい。

おわ りに,調査 にあたっては調査員今村正次先生の献身的 な御協力,地形地質 に矢亀勝俊,松島信幸両

先生,遺構造物については大沢和夫先生,県教委文化課今村善興,桐原健,岡 田正彦,笹沢浩指導主事の

御指導,助 言があ り,作業 にあた られた方 々の熱心 な作業態度,酒井幸則君 を指導者 とした飯 田高校考古

学研究 クラブ,阿智高校郷土 クラプの諸君の協力が大 きな力 となったこと,建設省天竜川上流工事事務所

の御理解,御協力のあったことを深謝 したい。

(佐 藤 甦 信 )
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お     わ     り     に

国道 152号 線 の水神橋 持卜替に伴 う路線付替工事が実施 され ることにな り,事前に事業担当官庁 であ る建

設省天竜川上流工事事務所及県教育委員会 と協議 し現地調査 を行 い了解 を求めて発掘作業 を実施 す ること

に した。

清水遺跡 は天竜川沿岸の平坦地 で前 々か ら弥生時代,古墳時代の遺跡が所在す るもの といわれた地籍 で    ゛

ある。

昭和49年 12月 松尾地籍水神橋の橋台が着工き れることになったのでその部分 をつづ いて昭和 50年 5月 路
費

線部分 と護岸部分 とに分けて1真 重 に発掘作業が進め られた。

今回の事業費は全額工事主体 である建設省か ら飯 田市が委託事業 として受 け主管 である飯 Hl lド 教育委員

会の直轄事業 として行 い,埋蔵文化財発掘調査記録保存事業が大 きな成果 を残 してここに完了 しま した。

ただ49年 12月 に一部分 を50年 5月 か ら 8月 にかけて路線対象部分及護岸対象部分の調査 を行 い
,

弥生,古墳,平安,中世 各時代の住居址及方形周溝墓等 と,そ れ ら各時代 にわたる出土品が多量に発掘 さ

れたので関係官庁 の理解の上整理作業の一部 と報告書発行事業 を51年度 に延長 を願 い 3ケ 年間 に亘 る事業

とな りました。

この発掘調査 は既 に国が買収済の土地 であったため天竜川上流工事事務所及飯 田出張所の係官の ご指示

を得 てほぼ全面的 に支障無 く調査す ることが出来感謝 にたえない。

また調査期間中埋蔵文化財現地学習会 として松尾小,竜丘小,下久堅小,緑ケ丘 中の各学校 の協力 を得

2日 間に延 300余 名 の 中小学生 が発掘作業 に参力‖したことは大 きな成果 で,今後埋蔵文化財 を理解す る上

にも意義があったものと考えられるし,飯 田高校考古学研究クラブ,阿智高校の郷土クラプの高校生が集

団で発掘調査に参加 されたことも意義深いものがある。

調査体制は,団長に佐藤甦信先生,調査員に今村正次先生,酒井幸則先生,吉沢輝人先生,林登美人先

生 をお願い し,先生方の経験豊かな知識をもって終始献身的な協力と指導者の飯田女子短大,大沢和夫先

1     生,県教育委員会文化課指導主事,今村善興先生,桐原健先生の適切な助言をいただき,出土品の整理復

1     元 は佐藤先 生 と今村正 次先生 が当 られ, また報告書 の執筆 は団長 の佐藤先生 が終始 熱意 をもって と り くま

れ,歴 史的環境 を大沢先生, 自然的環境 を矢亀先生 に執筆 を願 い, ここに完 了 した こ とに対 し深 く敬意 を    ↑

表 します。

日召千口51書■1月

飯 田 市 教 育 委 員 会
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24号住 ,23・ 24…26号住 )
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清水 6号 。23号・27号 。30号 。31号 。40号住 居 llL出 土遺 物 (1:4)
(1.2.23… 6号住 , 3～ 6… 23号住 ,7～ 9… 27号住 ,10～ 14… 30号住 ,

15～ 19・ …31号住 , 20～ 22・ 4̈0号住 )
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図61 清水 32号・33号・35号・ 36号住居址 出土遺 物

(1:4)

(1-9… 32号住,10～ 16… 33号住 ,

17… 35号住 ,18～ 24… 36号住 )
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図62 清水 34号住居 l■ 出土遺 物 (1:4)
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図63 清水41号住居址出土遺物 (1:4)



図64 清水39号 ・42号 出土遺物 (1:4)

(1～ 8… 39号住, 9-15… 42号住 )
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図 65 ,青 水本主ケJtt I ・ II, こLJ広 15号 。25号 ,

Ji器集 中 l広 出土遺物 (1:4)

(1…柱列 I,2～ 4・・・柱列 H,5～
6。 ËL15,  7-´ 9・ …二L25, 10～ 18¨・土

器集 中鉱 )
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E]66

清水柱列址Ⅲ・ Ⅳ,土城 7号・

8号 。13号,13号住居址,土 J広

18号 。20号 出土遺物(1:4)
(1～ 7… 柱列 Ⅲ・ Ⅳ, 8¨・± 7,

9‥・± 8, 10-12・ …
=L13, 13-

17・ …13ずチ生L,18・ ËL18, 19・ ¨
=L20)
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図67 清水方形周溝墓Ⅳ南周溝内上層出土遺物 I(1:4)
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図68 清水方形周溝墓Ⅵ南周溝内

上層出土遺物 H(1:4)
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E]69 清水方形周溝墓Ⅳ南周溝内

中層出土遺物 I(1:6)
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図70 清水方形周溝墓Ⅳ南周溝内中層出土遺物 H(1:



憑
多Lし

熙

/、開

⌒

―

′

¬

ヽ

列
／

86

清水方形周溝墓Ⅳ南周溝内中層出土遺物III(1:4)
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図72 清水方形周溝墓Ⅳ南周溝内中層出土遺物Ⅳ (1:4)
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図73 清水方形周 溝墓

呻

Ⅳ南周溝内中層出土遺物 V(1:4)
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図75

清水方形周 溝墓 Ⅳ東周 溝内中層下部 ,北周溝東側 出土遺物

(1:4)(1～ 5… 束周 溝中層下部 , 6～ 13北周溝東側 )
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76 清水方形周溝墓Ⅳ北周溝内西側上層,中 層出土遺物 I

(1:4)(1-7… 上層, 8～ 13… 中層 )
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図77 清水方形周溝墓Ⅳ北周溝内中層出土遺物 H(1:4)
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清水方形周溝墓Ⅳ周溝内下層及び底部出土遺物 (1:4)
(1～ 18… 南周溝,19～ 22… 東周溝,23～ 25… 北周溝 )
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図80 清水方形周溝Ⅵ周溝内出土遺物 I(1:4)
(1～ 12…上層,13～ 24… 中層 )
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図81 清水方形周溝Ⅵ周溝内出土遺物 H(1:4)
(1～ 21・ …中層,22～ 29… 中層下部・下層 )
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図82 清水方形周 溝Ⅷ 周 溝内出土遺物 I(1:4)
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図85 清水方形周溝 X西周溝内中層

出土遺物 (1・ :4)
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清水方形周溝 X西周溝下層,南周溝内出土遺物 (1:4)
(1-9… 西溝下層,10～ 18… 南溝,19～ 24… 西溝,25～

29… 南溝 )
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図87 清水遺跡出土 鉄器・青銅器 。玉類・古成 。石製

品・土製品 (1:2)
(1～ 12… 方溝Ⅳ南溝,13・ 14… 北溝, I・ H…

方溝 I北溝,15…方溝Ⅵ,16・ 17… 方溝 H,18～
57… 方溝Ⅸ,58・ 59… 10号住上層,60… 2号住 ,

61¨。21ずチ生L, 62・ …15ずチ生ヒ, 63・・・リケ溝 X, 64・ ‥41ザナ
住,65… 13号住,66～ 69… ± 5,Ⅲ …32住上層 )
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図版 I 遺 跡

祓
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ll.li ifl`l ll:の i童 助:
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Ⅲ…1・1～崚鮨
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遺跡近景 一 天竜川に接す梅畑か ら煙突
の見える工場 まで ,左背後の山は風越山

調査直前の I調査区 一 宅地跡 と梅畑

I調査区南側 一 水神橋 と前方が南原橋
(こ の後新南原橋が架橋 され る )

遺跡近景 一 I調査区東側……前 方は天

竜川対岸の飯 田市下久堅地区

51年度調査直前の遺跡 ― 橋脚 で ‐部破
壊 され る

I調査区北東側 ― 有 手前は橋脚工事 で
破壊
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図版 Ⅱ 遺 構 1

3号住居址 一 左 は 1号住居址2号住居址 一 左側 の線 は方形周溝墓 Π

が切 ってい る

●
　
　
　
　
　
　
　
・

I調査区北の遺構群 ― 北か ら,中 央は方

形周溝墓 1の 北溝

昭和49年度遺構全景
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柱列址 11

柱列址 Ⅳ (手前 )・ 皿 一 西 より

０
　
　
●

柱列址Ⅲ (手前 )。 Ⅳ,土拡 15号 一 東 より

水 路 址 1 水 路 址 2
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土器集中鉱断面

土 鉱 12 号

土 器 集 中 拡

土拡 5号 一 石の下 より頭蓋骨出土

V調査区墓城群上部の集石



図版Ⅲ 遺構 2-方 形周溝墓

方形周溝墓 I― 昭和49年度調査

方形周溝墓皿

●

●・

●

方形周溝墓 I北溝 と東溝の 1部

方形周溝墓Ⅸ 一 道路中心杭左 は土拡 14

号,右の主体部 よリガラス玉  こ出土



口

　

●

　

　

‘

　

　

α

方形周溝墓Ⅳ 一 南 と東溝,右 に延 びる
がⅥ号,上方 に延 びるがVI号

方形周溝墓Ⅳの南 と東溝の 1部―西 より

方形周溝墓 Ⅳの南 と東溝の 1部一 東 より

方形周溝墓の周溝断面 1 方形周溝墓の周溝断面 2
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方形周溝 墓 Xの 西溝

ん形用溝 祟 Xの 南溝 ― 西 より
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図 版 Ⅳ 遺 物 出土状 況

1 方形周溝募Ⅳ周溝内遺物の出土
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高 力不 出 土

大 形 装 の 出 土

高ナ不・壺の出土

壺 の 出 土

壺 の 出 土 穿 孔 の ltr出 土
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長 頸 壷 の 出 土

石器の 出 11-溝 の底 よ り

磨製石 鏃の 出 1



図版 V 遺   物

1 方形周溝墓Ⅳの遺物

南 溝 上 層

南 溝 中 層 上 部
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南 溝 上  層

南 溝 中 層
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南 溝 中 層 南 溝 中 層



方形周溝墓 Ⅵ・Ⅷ ・ X周 溝 内遺物 出土
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南 溝 中 層

南 溝 中 層

南 溝 中 層

南 溝  中 層

北 溝 中 層 南 溝 中 層



北 溝 中 層 下 部

南 溝 中 層 下 部

北 溝 中 層 下 部

南 溝 中 層 下 部 南 溝 下 層
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図版Ⅵ 発掘スナップ

昭和49年 度調査 をは じめ る

方形周溝墓Ⅳの南周溝の調査

昭和50年度調査 をは じめ る

方形周溝墓Ⅳの北周溝の調査

方形周溝墓 Xの 南溝の調査 ― 飯 田高校考古

学 クラブ員
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方形周溝墓 IIの 周溝 とⅣの主体部 をさぐる Ⅲ調査区の調査

40号住居址の調査



清 水 遺

一弥生時代後期,古墳時代前。中期,平安時代の集落址,方形周溝墓群一

1976.||

建設省天竜川上流工事事務所

長 野 県飯 田市教 育 委 員会




